
幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

広報

特集
■平成28年度 当初予算
■市民サービス向上宣言 vol.2
■NPOの活動に参加しませんか ほか

April.2016
《vol.124》
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平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
都
城
市
が
持
つ
「
３

つ
の
宝
」
を
よ
り
一
層
輝
か
す
た
め
の
事
業

や
都
城
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
外
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
事
業
、
人
口
減
少
防
止
対
策
、
新
市

誕
生
10
周
年
記
念
事
業
を
推
し
進
め
る
と
と

も
に
、新
た
に
〝
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
〞

総
合
戦
略
な
ど
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
。

「
南
九
州
の
拠
点
都
市
＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ

ィ
」
の
確
立
と
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス

マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ 

財
政
課 

☎
23-

２
１
１
３

ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城

平
成
28
年
度

　

市
で
は
「
南
九
州
の
拠
点
都
市
＝

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
の
確
立
と

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ

テ
ィ
都
城
」
の
実
現
を
目
指
し
た
予
算

を
編
成
。
国
・
県
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
本
市
が
持
つ
「
３
つ
の
宝
」

を
よ
り
一
層
輝
か
す
事
業
や
人
口
減
少

防
止
対
策
な
ど
に
加
え
、〝
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
〞
総
合
戦
略
に
重
点
的
に

予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
市
の
負
担
の
低
い
地
方
債

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
実
質
的

な
返
済
額
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
７
９
０
億
９
、０
０
０
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
39
億
７
、０
０
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
全
て
の
会
計
予
算
総
額
は

１
、３
１
２
億
７
、３
５
７
万
円
で
、

44
億
４
、３
９
５
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
末
の
市
債
残
高
見
込
み

額
は
、
合
併
直
前
の
平
成
17
年
度
末

に
比
べ
て
２
０
２
億
円
減
少
し
、
１
、

１
１
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
の
負
担
割
合
の
低
い
市
債
へ
の
シ
フ

ト
を
行
う
こ
と
で
、
着
実
に
財
政
健
全

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
当
初
予
算
の

基
本
的
な
考
え
方

平
成
28
年
度
当
初
予
算
の
概
要

平成28年度当初予算の
基本的な考え方

 平成25年度

●都城市が持つ「３つの宝」を、より一層輝かす！

〝都城市〟をこれまで以上に対外的にＰＲ！

①農林畜産業
②地の利
③次世代を担う子どもたち

 平成26年度

 平成27年度

 平成28年度

●マニフェストを踏まえた予算配分と
　財政健全化の両立！
●国・県とのさらなる連携強化！

●人口減少防止対策
● 新都城市誕生10周年記念事業（27～28年度）

〇〝南九州の拠点都市＝リーディングシティ〟の確立！
〇〝笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城〟の実現！

〝まち・ひと・しごと創生〟総合戦略

平成28年度当初予算の姿
～スマイルシティ都城・創生予算～

主な特徴

〇マニフェストを踏まえた予算配分

市債の実質的な返済額の低減！

〇財政健全化を引き続き堅持

●一般会計：790.9億円（前年度比5.3％増）

●市債残高の純減（既発行債の繰上償還）

○都城市が持つ「３つの宝」を、より一層輝かす！
○“都城市”をこれまで以上に対外的にＰＲ！
○人口減少防止対策
○新都城市誕生10周年記念事業
○“まち・ひと・しごと創生”総合戦略
※特別会計：485億円（同1.5％増）、企業会計：36.8億円（同▲5.6％）、
　全会計：1,312.7億円（同3.5％増）

平成17年度末：1,321億円→平成28年度末：1,119億円（▲202億円）

●本市負担の低い市債（臨財債・合特債）へのシフト
平成17年度末：８％→平成28年度末：49％（（臨財債＋合特債）／市債残高）
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地方交付税
180億4,892万円
（22.7％）

一般会計歳入歳出総額　790億9,000万円

市税
181億4,360万円
（22.9％）

国県支出金
196億9,737万円
（24.9％）

市債
62億7,386万円
（7.9％）

その他
169億2,625万円
（21.6％）

歳 入歳 入
790790億9,0009,000万円

歳 出歳 出
790790億9,0009,000万円

扶助費
206億9,738万円
（26.2％）

人件費
112億189万円
（14.2％）

普通建設事業費
100億8,584万円
（12.7％）

公債費
91億3,977万円
（11.6％）

その他
279億6,512万円
（35.3％）

（対前年度比 5.3％増）

※（　　）内は構成比

※（　　）内は構成比

●地方交付税…国税の一定割合を交付する基準により国が交付する税
●市債…建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金

●扶助費…生活保護や児童・高齢者福祉事業などに要する経費
●公債費…市が発行した市債（借金）返済のための経費

用語の説明

●衛生費…保健衛生や清掃業務など生活環境の維持改善に必要な経費
●農林水産費…農林畜産業の振興や農道整備などの経費

用語の説明

歳出総額歳出総額
790790

前年度より前年度より
億9,0009,000万円

3939
5.35.3
億7,0007,000万円

％増

民生費
318億7,310万円
（40.2％）

総務費
98億1,201万円
（12.4％）

公債費
91億3,977万円
（11.6％）

土木費
68億5,439万円
（8.7％）

商工費
49億7,929万円
（6.3％）

教育費
46億6,673万円
（5.9％）

衛生費
44億9,010万円
（5.7％）

農林水産業費
35億7,823万円
（4.5％）

その他
36億9,638万円
（4.7％）

民生費
安定した社会生活を保障
するために必要な経費
・保育所の運営や委託などの
　事業
・障がい者福祉サービスの給
　付事業

総務費
庁舎管理や電算処理など
に要する経費
・総合文化ホール駐車場整備
　事業
・社会保障・税番号制度シス
　テム整備事業

商工費
商業や工業の振興に要す
る経費で、観光や企業立
地などの経費

・まちなか活性化プラン事業
・スポーツランド都城推進事業

土木費
社会基盤の整備や維持管
理に要する経費
・道路の舗装やガードレール
　設置などの経費
・鷹尾都原線整備事業

教育費
校舎の建設や維持管理、
図書館などの教育施設の
運営に必要な経費

・東小学校建設事業
・大島畠田遺跡整備事業

公債費
公共施設の整備をするた
めに借りた地方債を返済
するための経費

平成28年度当初予算

予算の内訳

平成28年度　当初予算

歳出の目的別分類の状況（一般会計）
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　新規の借入金は、市の負担割合の低
い地方債を活用することで、市の実質
的な借金を減らしています。

●臨時財政対策債
　普通交付税の交付額を減らす代わ
りに、市が発行できる地方債。借入金
の元金と利子は国の普通交付税で
100％措置されます。　

　自治体の財政の健全度を示す財政健全化
４指標。平成25年度、26年度決算では、このうち
実質赤字額と連結実質赤字額、将来負担額は
生じませんでした。
　平成26年度の実質公債費比率は、平成25年
度決算と比較して改善していて、国の示す判断
基準を大幅にクリアしています。
　市では、今後も引き続き財政健全化に努めます。

●実質公債費比率
　市の自由になる歳入のうち、全会計の借入金の返済に充てた割合。この指標が25％を超えると、新たな借り入れは国の許
可が必要になります。

●将来負担比率
　家計に例えると、給与収入の何年分の借入金があるのかを表した指標。350％を超えると国からの指導があります。

●合併特例債
　合併後15年間発行できる地方債
で、借入金の元金と利子は、国の普通
交付税で70％措置されます。

負担割合の低い市債を活用！
1,400

105

1,216

121
8

1,169

134
57

1,104

143

75

1,033

161

94

963

191

105

895

213

135

816

233

160

748

251

191

695

268

臨財債

243

652

281

254

612

289

260

570

1,321

1,1191,200

1,000

800

600

400

200

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
0

（億円）
市債残高の純減！（▲202億円）

残高の
8％

残高の
25％

残高の
49％

合特債 その他

都城市の家計簿
～予算を月額20万円の家計簿に置き換えた場合～

市債残高の推移

本市の財政健全度
本市の財政健全化４指標の数値

項　目 金額（円） 割合（％）
教育費、医療費（扶助費） 52,339 26.2％
子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 38,423 19.2％
光熱水費、日用品など（物件費） 30,558 15.2％
食費（人件費） 28,327 14.2％
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 27,062 13.5％
住宅ローン返済（公債費） 23,112 11.6％
預貯金（積立金） 179 0.1％

合　計 200,000 100％

項　目 金額（円） 割合（％）

給料（市税など） 70,538 35.3％

パート収入（国県支出金） 49,810 24.9％

父母からの仕送り（地方交付税） 45,442 22.7％

預金の取り崩し（基金繰入金） 18,345 9.2％

ローンの借り入れ（市債） 15,865 7.9％

合　計 200,000 100％

収　入 支　出

H25 H26 早期健全化
基準

財政再生
基準

財
政
健
全
化
４
指
標

実質赤字比率 - - 11.41％以上 20.0％以上

連結実質赤字比率 - - 16.41％以上 30.0％以上

実質公債費比率 6.60% 6.40% 25.0％以上 35.0％以上

将来負担比率 - - 350.0％以上 -

平成28年度当初予算
本市の財政状況
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本
市
が
持
つ
３
つ
の
宝
「
農
林
畜
産
業
」

「
地
の
利
」「
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た

ち
」
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
る
た
め
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

組
み
組
み
組
み
組
みみ
まま
す
ま
す
ま
す

※
ふ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

　

事
業
で
す

を
よ
り
一
層
輝
か
す

●
６
次
産
業
化
推
進
事
業

 【
予
算
額
：
５
、４
３
４
万
円
】

●
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業

【
予
算
額
：
７
、７
０
１
万
円
】

●
海
外
販
路
開
拓
支
援
事
業

【
予
算
額
：
２
３
８
万
円
】

●
農
業
後
継
者
等
支
援
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、１
４
０
万
円
】

　

本
市
の
農
林
畜
産
業
を
維
持
し
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、

就
農
直
後
の
農

業
後
継
者
や
新

規
就
農
者
を
一

定
期
間
支
援
し

ま
す
。

●
都
城
志
布
志
道
路
整
備
関
連
事
業

【
予
算
額
：
７
２
６
万
円
】

●
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
関
連
事
業

◎
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
１
、０
３
０
万
円
】

◎ 

山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
活
用
促
進
事
業

【
予
算
額
：
１
、３
３
３
万
円
】

　

本
年
度
開
通
予
定
の
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
。
関
連
道
路
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
設
置
費

を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
開
通
記
念
式

典
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
基
幹
道
路
等
の
整
備

◎
街ま

ち

区く

三
股
線
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
３
、０
９
５
万
円
】

◎
鷹
尾
上
長
飯
通
線
整
備
事
業

　
【
予
算
額
：
２
億
５
、０
２
７
万
円
】

◎
甲
斐
元
通
線（
歌
舞
伎
橋
）整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
８
、０
７
０
万
円
】

◎
鷹
尾
都
原
線
整
備
事
業

【
予
算
額
：
２
億
5
、０
０
０
万
円
】

●
後
方
支
援
拠
点
都
市
推
進
事
業

【
予
算
額
：
３
７
３
万
円
】

●
災
害
時
拠
点
強
靭
化
緊
急
促
進
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
、４
７
５
万
円
】

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
発
生
時
に
、
後
方
支
援
都
市
と
し
て
、

負
傷
者
の
受
け
入
れ
に
必
要
な
食
料
や

医
薬
品
な
ど
を
備
蓄
す
る
倉
庫
を
、
市

郡
医
師
会
病
院
に
整
備
し
ま
す
。

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

【
予
算
額
：
４
、４
２
９
万
円
】

●
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

【
予
算
額
：
１
、４
５
２
万
円
】

●
子
ど
も
読
書
推
進
事
業

◎
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
２
０
万
円
】

◎「
絵
本　

都
城
の
歴
史
」
作
成
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
６
７
万
円
】

◎
電
子
絵
本
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
【
予
算
額
：
３
５
０
万
円
】

　

４
カ
月
健
康
相
談
時
に
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
本
市
の
歴
史
や
偉
人

を
紹
介
し
た
絵
本
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
製
作
し
ま
す
。

●
中
学
生
海
外
交
流
事
業

ふ
【
予
算
額
：
６
０
２
万
円
】

　

中
学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
学

校
に
派
遣
し
、
語
学
力
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
国
際
感
覚
に
優
れ
た
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

●
大
島
畠
田
遺
跡
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
５
、４
０
９
万
円
】

　

国
内
で
は
２
カ
所
の
み
残
る
、
平
安
時

代
前
期
の
地
方
有
力
者
の
居
宅
で
あ
る

国
指
定
史
跡
を
、
公
園
と
し
て
保
存
整

備
。
歴
史
に
触
れ
る
学
習
の
場
と
、
自

然
に
親
し
む
憩
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

● 

た
ち
ば
な
天
文
台 

開
館
25
周
年
記
念
事
業　
　
　
　

【
予
算
額
：
２
４
０
万
円
】

　

開
館
25
周
年
を
記
念
し
て
、
特
別
企

画
展
や
国
立
天
文
台
関
係
者
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会 

出
品
対
策
事
業　
　
　
　

　
【
予
算
額
：
５
６
６
万
円
】

　

平
成
32
年
に

本
市
で
開
催
さ
れ

る
第
15
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
で
、上
位

入
賞
を
目
指
す

酪
農
家
を
支
援
。

人
工
授
精
に
か
か

る
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

「
農
林
畜
産
業
」の
振
興

「
地
の
利
」の
活
用

「
人
間
力
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
た
ち
」の
育
成

平成28年度当初予算

「３つの宝」をより一層輝かす
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昨
年
度
は
、
日
本
一
に
な
っ
た
都
城
市
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
事
業
や
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア

機
体
活
用
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
車
両
ポ
ス

タ
ー
掲
示
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置

な
ど
を
実
施
し
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
し

て
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
よ
り
一

層
進
め
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

都
城
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

昨
年
昨
年
度
は
度
はは
、
日
、
日
本
一
本
一
本
一
に
な
に
な
っ
た
っ
た
都
城
都
城
都
城
市
ふ
市
ふ
市

都都都都都都都都
城城城城城
市市
ををををを
ここ
れれれれれ
まままま
ででで
以以以以以
上
に

●
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 【
予
算
額
：
28
億
６
、８
９
４
万
円
】

　

平
成
27
年
の
寄
付
総
額
が
日
本
一
に

な
っ
た
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
や
、
お
礼
の
特
産

品
の
供
給
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
向
け
の
催
し
や
都
市
部
で
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
合
宿
誘
致
推
進
対
策

【
予
算
額
：
２
、５
１
０
万
円
】

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン

プ
受
け
入
れ
や
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
補
助
制
度

を
活
用
し
た
ア
マ

チ
ュ
ア
団
体
の
合

宿
誘
致
を
推
進
。

市
外
か
ら
の
誘

客
や
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

● 「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
推
進
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、５
１
５
万
円
】

　

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
を
活
用
し
た

「
空
恋
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
車
両
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

首
都
圏
で
の
看
板
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
「
肉
と
焼
酎
の

ふ
る
さ
と
・
都
城
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

●
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
連
携
店
事
業

 【
予
算
額
：
４
０
７
万
円
】

　

大
都
市
圏
に
あ
る
本
市
ゆ
か
り
の
店

舗
な
ど
と
連
携
し
、店
舗
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
認
知
度
の
向
上
や

特
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
同
郷
人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
予
算
額
：
28
万
円
】

　

県
外
の
同
郷
人
会
と
の
連
携
を
強

化
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

本
市
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

●
ラ
ブ
レ
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

都
城
編

　
　
　
　
　
【
予
算
額
：
７
３
２
万
円
】

　

市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
制
作
者
で
あ
る
書
家
・

紫
舟
さ
ん
に
よ
る
、
書
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

● 

山
田
・
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
事
業

【
予
算
額
：
２
０
７
万
円
】

　

山
田
町
と
高
崎
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
共
同
で
、
初
め
て
全
国
大
会
を
開

催
。
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と
と
も
に
、

健
康
増
進
に
も
効
果
の
高
い
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

● 

重
文
指
定
・
公
開
承
認
施
設
認
定 

記
念
展
開
催
事
業

【
予
算
額
：
８
８
９
万
円
】

　

都
城
島
津
邸
の
公
開
承
認
施
設
の
認

定
と
、
所
蔵
す
る
「
琉
球
国
王
宛
朝
鮮

国
王
国
書
」
が
国
の
重
要
文
化
財
指
定

を
受
け
た
こ
と
を
記
念
し
、
著
名
な
国

宝
「
島
津
家
文
書
」
や
重
要
文
化
財
な

ど
を
展
示
し
、市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

平成28年度当初予算

対外的にＰＲするための事業

産。店には宮崎出身者だけではなく、地元
の宮崎好きな人やチキン南蛮が大好物の人、
宮崎出身のアイドルのファンなども訪れます。
ふるさとの都城をもっと知ってもらいたいと
いう思いからPR連携店になりました。メー
ンメニューに都城産の牛、豚、鶏を使用し
たり、店内にポスターを貼ったり、常時み
やこんじょ弁で接客するなどしています。
連携店になってから、｢都城ってどこ？｣ と
話題になって話が弾んだり、都城に行った
ことのある人が、感想を自慢げに話したり
しています。今後も、都城産の肉や野菜を
使ったり、都城の話を積極的にしたりして、
ファンを増やしていきたいです。都城市民
の皆さんも、福岡に来た際は、本場のみや
こんじょ弁を語りに、遊びに来てください！

　福岡で、宮崎の郷土料
理などを提供しています。
料理は全て手作りで、食
材や焼酎もできるだけ宮崎

株式会社　プーラビーダ

代表取締役 益留 誠さん

みやこんじょPR連携店
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若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
整
備
や
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
元
気

に
生
活
で
き
る
健
康
づ
く
り
、
ま
た
、
移

住
者
の
定
住
化
な
ど
人
口
減
少
防
止
対
策

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

合
併
か
ら
10
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
飛
躍

に
向
け
た
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
進
め
ま
す
。

平成28年度当初予算

人口減少防止対策事業／新都城市誕生10周年記念事業／中心市街地の活性化

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
等

ふ
【
予
算
額
：
３
億
７
、８
０
６
万
円
】

　

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
祝
吉
、

五
十
市
、
明
和
、

沖
水
、
志
和
池

小
学
校
区
内
に

新
た
に
設
置
し
、

子
育
て
家
庭
を

さ
ら
に
支
援
し

ま
す
。

●
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

ふ
【
予
算
額
：
３
、２
９
５
万
円
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
上
長
飯
町

と
高
崎
町
に
新
設
し
、
子
育
て
世
帯
の

支
援
を
充
実
。
親
子
の
交
流
の
場
の
提

供
や
相
談
・
援
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
子
育
て
応
援
総
合
サ
イ
ト
開
設
事
業

【
予
算
額
：
４
８
１
万
円
】

　

子
育
て
全
般
を
支
援
す
る
「
子
育
て

応
援
総
合
サ
イ
ト
」
を
開
設
。
目
的
や

年
齢
、
対
象
者
別
に
情
報
を
掲
載
す
る

ほ
か
、
施
設
情
報
や
地
域
の
子
育
て
支

援
団
体
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

健
康
増
進
対
策
事
業

●
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

ふ
【
予
算
額
：
９
３
３
万
円
】

　

高
齢
者
の
転
倒
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
が

原
因
の
寝
た
き
り
や
、
閉
じ
こ
も
り
な

ど
に
効
果
的
な
、
こ

け
な
い
か
ら
だ
づ
く

り
講
座
を
推
進
。
会

場
を
市
内
約
１
７
０

カ
所
に
増
や
し
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
さ
あ
、
歩
い
て
み
よ
う
♪

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
推
進
事
業

【
予
算
額
：
49
万
円
】

　

昨
年
度
作
成
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
健
康
増
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

移
住
・
定
住
推
進
事
業

●
住
宅
取
得
資
金
利
子
補
給

【
予
算
額
：
５
０
０
万
円
】

　

新
婚
・
子
育
て
世
帯
が
、
中
山
間
地

域
な
ど
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
土
地
建

物
を
購
入
し
た
場
合
、
住
宅
ロ
ー
ン
利
子

の
一
部
を
補
給
し
、移
住
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

【
予
算
額
：
１
、６
４
６
万
円
】

　

地
域
活
性
化
や
移
住
・
定
住
、
婚
活

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
増
員
。
移
住
施
策
を
推
進

し
、
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
都
城
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

●
大
相
撲
都
城
場
所
開
催
支
援
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、２
０
６
万
円
】

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
広
く
国
民
に

愛
さ
れ
る
大
相
撲
。

13
年
ぶ
り
に
、
大
相

撲
地
方
巡
業
を
本
市

で
開
催
し
ま
す
。

日
程　

12
月（
予
定
）

場
所　

早
水
公
園
体

　
　
　

育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
み
や
こ
ん
じ
ょ
花
火
大
会
開
催
費
補
助

【
予
算
額
：
８
０
０
万
円
】

　

毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
焼
肉
カ
ー

ニ
バ
ル
と
連
携
し
、
九
州
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
花
火
大
会
を
実
施
。「
肉
と
焼
酎
の

ふ
る
さ
と
・
都
城
」
を
さ
ら
に
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
客
の

獲
得
を
図
り
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
都
城
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

【
予
算
額
：
55
万
円
】

　

本
市
が
持
つ
す
ば
ら
し
い
文
化
や
風

景
な
ど
の
地
域
資
源
を
再
発
見
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
郷
土
を
誇

り
に
思
う
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

●
中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業

【
予
算
額
：
23
億
８
、４
８
１
万
円
】

　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
図
書
館

や
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

健
康
セ
ン
タ
ー
、
全
天
候
型
多
目
的
広

場
な
ど
の
建
設
整
備
に
着
手
。
整
備
を

進
め
な
が
ら
、
新
た
な
都
市
機
能
を
ま

ち
な
か
に
誘
導
・
創
出
し
、
中
心
市
街

地
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
、５
１
９
万
円
】

　

昨
年
度
実
施
し
た
商
店
街
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
高
校
生
レ
ス
ト
ラ

ン
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い

を
創
出
す
る
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
活
動
す
る
市
民
団
体
な
ど
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
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〝
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
〞
●
都
城
広
域
移
住
・
定
住
促
進

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

【
予
算
額
：
３
、０
７
０
万
円
】

　

移
住
・
定
住
の
促
進
に
重
要
な
雇
用

の
場
の
確
保
に
向
け
て
、
都
城
広
域
定

住
自
立
圏
を
構
成
す
る
都
城
市
・
曽
於

市
・
志
布
志
市
・
三
股
町
の
３
市
１
町

が
一
体
と
な
っ
て
、
地
元
企
業
や
高
校

な
ど
と
連
携
を
強
化
。
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
若
年
層
の
転
出
抑
制
や
離
職
率
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

●
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

　
し
ご
と
創
生
事
業

【
予
算
額
：
３
、０
８
４
万
円
】

　

新
た
な
地
域
経
済
の
担
い
手
と
な
る

起
業
家
を
育
成
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
促
進
。
ま
た
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
就
業
・
創
業
の
機
会

を
創
出
し
、
社
会
で
活
躍
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
焼
酎
産
業
成
長
加
速
化
事
業

【
予
算
額
：
１
、８
３
８
万
円
】

　

県
や
県
内
の
市
町
村
、
県
酒
造
組

合
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
団
体
と
連

携
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
消
費
拡

大
や
女
性
な
ど
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
、
Ｐ
Ｒ
連
携
店
で
の
試
食
会
な
ど
を

開
催
。
Ｐ
Ｒ
や
消
費
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
の
他
、
限
定
焼
酎
開
発
や
体

験
ツ
ア
ー
商
品
造
成
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
、
付
加
価
値
を
高
め
ま
す
。

●
宮
崎
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業

【
予
算
額
：
３
１
５
万
円
】

　

台
湾
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
、
観
光

地
な
ど
の
視
察
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
設
置
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
活
用

し
た
企
画
な
ど
を
県
と
連
携
し
て
取
り

組
み
、
本
市
へ
の
訪
日
外
国
人
の
増
加

に
つ
な
げ
ま
す
。

●
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
よ
る

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業

【
予
算
額
：
１
、０
５
０
万
円
】

　

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
伴
う
、
海
外
か

ら
の
誘
客
を
促
進
す
る
た
め
に
、
都
城

市
・
宮
崎
市
・
日
南
市
・
串
間
市
・
小

林
市
・
え
び
の
市
・
三
股
町
・
高
原
町
・

国
富
町
・
綾
町
の
６
市
４
町
で
構
成
す

る
、
県
南
部
広
域
観
光
協
議
会
が
連
携

し
て
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

【
予
算
額
：
１
、１
４
０
万
円
】

　

独
身
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
市
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
団
体
が
実
施
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、情
報
発
信
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平成28年度当初予算

〝まち・ひと・しごと創生〟総合戦略

今
年
度
は
、地
方
創
生
に
向
け
た
〝
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
〞
総
合
戦
略
に
重
点

を
置
き
、
雇
用
創
出
に
よ
る
移
住
・
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
や
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
少
子

化
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

※
国
の
補
正
予
算
を
受
け
、
平
成
27
年
度

　

３
月
補
正
予
算
と
し
て
措
置
し
た
事
業

　東日本大震災当時、神奈川県横須賀市に住んでい
ましたが、食べ物への不安から移住を考えました。
知り合いもなく不安がありましたが、３年前に県内
に移住し家族で農業を学びながら生活していました。
　今回、都城市への移住を決めたのは、これまで以
上に農業に力を入れて、農家民泊などで農業の素晴
らしさを伝え、また、安全で安心な作物を育てなが
ら料理を提供したいという思いからです。移住・定
住サポーターの協力で、理想的な場所を探すことが
できました。移住したことで、新たなふるさとができ、
これからさまざまなことに取り組みながら自然と共
存し、都城での生活を楽しみたいです。

左から左から

小野裕之さん、玄
げん

元
げん

さん、眞理子さん

移住者の声インタビュー
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平成28年度当初予算

地域活性化事業／ふるさと納税を活用した事業

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
、６
７
４
万
円
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
や

証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
整
備
。
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

開
始
時
期　

平
成
29
年
４
月
（
予
定
）

投
票
率
向
上
対
策
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、０
９
３
万
円
】

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
と
南
九
州

大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
新
た
に

期
日
前
投
票
所
を
設
置
。
有
権
者
の
利

便
性
を
図
る
こ
と
で
、
投
票
率
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

●
山
之
口
地
区
【
予
算
額
：
１
、９
０
８
万
円
】

地
域
活
性
化
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
事
業

　

山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
、
郷

土
の
伝
統
芸
能
・
文
化
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
仕
掛
け
時
計
や
観
光
案
内
板
を
設

置
。郷
土
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

●
高
城
地
区　
　
【
予
算
額
：
50
万
円
】

安
否
確
認
用
ポ
ス
ト
作
成
事
業

　

四
家
・
有
水
地
区
に
住
ん
で
い
る
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
廃
材

を
活
用
し
た
ポ
ス
ト
を
設
置
。
安
否
確

認
に
活
用
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
高

齢
者
を
見
守
り
ま
す
。

●
山
田
地
区
【
予
算
額
：
１
３
５
万
円
】

山
田
の
偉
人
伝
承
事
業

　

明
治
35
年
、
農
民
救
済
の
た
め
に
山

田
村
谷
頭
（
現
在
の
山
田
町
）
に
赴
い

た
石
川
理り

紀き

之の

助す
け

た
ち
の
功
績
を
、
創

作
劇
で
市
民
に
発
信
。
地
域
活
性
化
と

将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
高
崎
地
区　
　
【
予
算
額
：
40
万
円
】

高
崎
地
区
縁
結
び
促
進
事
業

　

独
身
者
を
結
び
つ
け
る
結
婚
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
任
命
し
、
そ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
の
出
会
い
の

場
を
提
供
。
人
口
減
少
対
策
や
地
域
活

性
化
の
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

都
城
運
動
公
園
整
備
事
業
（
野
球
場
）

ふ
【
予
算
額
：
２
、４
２
４
万
円
】

　

安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
改
修
工
事
を
実
施
。

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
や
大
学
な
ど
の

合
宿
誘
致
に

つ
な
げ
る
こ

と
で
、
経
済

効
果
の
波
及

を
図
り
ま
す
。

 

長
寿
支
援

●
健
康
増
進
施
設
利
用
助
成
事
業

【
予
算
額
：
８
、０
０
７
万
円
】

　

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券
の
対
象

施
設
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
追
加
。

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
推
進
し
ま
す
。

 

災
害
対
策
支
援

●
北
消
防
署
移
転
建
設
事
業

【
予
算
額
：
10
億
３
、３
２
７
万
円
】

　

都
城
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
移
転
整
備
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

後
方
支
援
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

 

人
口
減
少
対
策
支
援

●
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

【
予
算
額
：
５
４
６
万
円
】

　

一
般
不
妊
治
療
で
行
わ
れ
る
人
工
授

精
に
掛
か
る
費
用
を
一
部
助
成
し
、
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

 

そ
の
他
の
事
業
支
援

●
市
民
協
働
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
事
業

【
予
算
額
：
５
７
０
万
円
】

　

庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
協

働
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
。
高

齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

 

子
ど
も
支
援

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

【
予
算
額
：
６
１
０
万
円
】

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

利
用
料
の
一
部
を
助
成
。
子
育
て
家
庭

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」

【
予
算
額
：
56
万
円
】

　

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
伝
え
る
「
夢

の
教
室
」
を
初
開
催
。
児
童
生
徒
の
健

全
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

 

環
境
支
援

●
母
智
丘
公
園
桜
再
生
事
業

【
予
算
額
：
２
３
１
万
円
】

　
「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」
に

選
ば
れ
た
母
智
丘
公
園
の
桜
並
木
を
再

生
。
桜
の
名
所
と
し
て
、
さ
ら
な
る
Ｐ

Ｒ
を
推
進
し
ま
す
。

 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
支
援

●
総
合
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
４
、５
９
０
万
円
】

　

新
た
に
約
80
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
が
向
上

し
ま
す
。
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全
職
員
が
接
遇
研
修
を
受
講
、

接
遇
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す

　

本
年
度
、
全
て
の
職
員
が
あ
い
さ
つ

や
所
作
・
動
作
な
ど
、
接
遇
の
基
本
を

確
認
す
る
研
修
を
受
講
。
気
持
ち
の
良

い
応
対
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
来
庁
者
の
多
い
本
庁
舎

１
階
お
よ
び
２
階
の
職
員
な
ど
に
は
、

実
技
も
交
え
た
よ
り
深
い
内
容
の
研
修

を
実
施
。
窓
口
応
対
や
電
話
応
対
の
基

本
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
職
員
か
ら
は
、「
丁
寧
な

お
辞
儀
や
あ
い
さ
つ
を
心
掛
け
る
こ
と

で
、
印
象
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
改

市
民
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
一
環
と
し
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
接
遇
向
上
対
策
。

今
年
度
市
で
は
、
全
て
の
職
員
を
対
象
に
し
た
接
遇
研
修
や
、
採
用
後
10
年
を
経
過
し

た
職
員
が
対
象
の
自
衛
隊
宿
泊
研
修
な
ど
を
実
施
。

今
回
は
、
昨
年
５
月
に
紹
介
し
た
接
遇
向
上
対
策
に
取
り
組
ん
だ
成
果
と
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

職
員
課　

☎
23

－

２
１
１
９

め
て
感
じ
た
。

今
回
の
研
修
を

役
立
て
、
お
客

さ
ま
が
気
持
ち

良
く
感
じ
る
よ

う
な
応
対
を
心

掛
け
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
、
職
員
の

接
遇
向
上
に
役
立
て
る
目
的
で
、
11
月

に
本
庁
の
１
・
２
階
の
窓
口
を
利
用
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
職
員
の
接
遇

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

１
５
２
人
（
男
性
52
人　

34
・
２
㌫
、

女
性
98
人　

64
・５
㌫
、
無
回
答
２
人
）

の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
あ
い
さ
つ

　

職
員
が
、
明
る
く
気
持
ち
の
良
い
あ

い
さ
つ
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

77
㌫
の
人
が「
満
足
」「
や
や
満
足
」
と

回
答
。
一
方
で
、３
・
３
㌫
の
人
が
「
不

満
」「
や
や
不
満
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

●
身
だ
し
な
み

　

清
潔
感
の
あ
る
身
だ
し
な
み
で
あ
る

か
に
つ
い
て
、
73
・
７
㌫
の
人
が
「
満

足
」「
や
や
満
足
」
と
回
答
。
一
方
で
、

２
・７
㌫
の
人
が「
不
満
」「
や
や
不
満
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

●
丁
寧
な
応
対

　

丁
寧
な
言
葉
遣
い
や
応
対
に
つ
い

て
、
82
・
３
㌫
の
人
が
「
満
足
」「
や
や

満
足
」
と
回
答
。
一
方
で
、
４
・
６
㌫

の
人
が
「
不
満
」「
や
や
不
満
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

●
分
か
り
や
す
い
説
明

　

分
か
り
や
す
い
説
明
を
行
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
、
78
・
３
㌫
の
人
が
「
満

足
」「
や
や
満
足
」
と
回
答
。
一
方
で
、

３
・
９
㌫
の
人
が「
不
満
」「
や
や
不
満
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
●
寄
せ
ら
れ
た
意
見

•
親
切
に
対
応
し
て
も
ら
え
た

• 

優
し
く
説
明
し
て
も
ら
え
た

•
あ
い
さ
つ
を
し
な
い

• 

一
部
の
職
員
の
服
装
が
仕
事
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い

• 

説
明
不
足
で
、
言
っ
て
い
る
事
が
よ

く 

分
か
ら
な
い

接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら

　

今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
あ
い
さ
つ
」
や
「
丁
寧
な
応
対
」
な

ど
に
つ
い
て
、
接
遇
研
修
の
効
果
も
あ

り
、
お
お
む
ね
「
満
足
」
の
結
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
不
満
」「
や

や
不
満
」
と
の
回
答
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
善
す
べ
き
点
も
依
然
と
し
て
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
指
摘
の
あ
っ

た
点
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
全
職
員
を
対

象
に
接
遇
研
修
な
ど
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
市
役
所
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　職員研修の初の試みとして昨年
11月、陸上自衛隊都城駐屯地で採
用後10年を経過した職員22人が、
宿泊研修を行いました。
　規律訓練のほか、心肺蘇生や止
血法、災害時を想定した担架搬送
訓練などを通して、連帯感や協調
性、緊急時の対応力を養いました。
　参加した職員からは「業務を遂
行するためには、無駄のない動き
を心掛けることはもちろん、周囲
への気配りが必要と痛感した。今
後は意識して、仕事に取り組みた
い」といった感想が寄せられました。

自衛隊宿泊研修

Vol.2
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●
次
の
金
融
機
関
の
窓
口

宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
宮
崎
太

陽
銀
行
、
南
日
本
銀
行
、
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
、
都
城
信
用
金
庫
、
九
州

労
働
金
庫
、
都
城
農
業
協
同
組
合

● 

沖
縄
県
を
除
く
九
州
内
の
郵
便
局
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※ 

納
期
限
後
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

●
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※ 

取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
お
よ
び

30
万
円
以
上
の
納
付
書
は
、
取
り
扱

い
で
き
ま
せ
ん

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん

● 

市
役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

税・保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金
融

機
関
の
窓
口
に
預
貯
金
通
帳
と
届
け

出
印
お
よ
び
納
税
（
納
付
）
通
知
書

を
持
参
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
振
り
替
え
開
始
の
時
期

　
申
し
込
み
月
の
翌
月
末
以
降
か
ら

振
り
替
え
が
始
ま
り
ま
す
が
、
月
末

近
く
に
申
し
込
む
と
、
翌
々
月
末
か

ら
の
振
り
替
え
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
振
り
替
え
結
果
の
確
認

　
預
貯
金
通
帳
を
記
帳
し
て
確
認
く

だ
さ
い
。

納
付
場
所

〈
切
り
取
り
線
〉

保 存 版（都城市）
平成28年度　市税などの納期限・口座振替日一覧表（普通徴収分）

種類
年月 固定資産税 軽自動車税 市県民税 国民健康

保 険 税
後期高齢者
医療保険料 介護保険料

平
成
28
年

4 月 1 期
５月２日㈪

5 月 1 期
５月31日㈫

6 月 1 期
６月30日㈭

1 期
６月30日㈭

7 月 2 期
８月１日㈪

2 期
８月１日㈪

1 期
８月１日㈪

1 期
８月１日㈪

8 月 2 期
８月31日㈬

3 期
８月31日㈬

2 期
８月31日㈬

2 期
８月31日㈬

9 月 4 期
９月30日㈮

3 期
９月30日㈮

3 期
９月30日㈮

10月 3 期
10月31日㈪

5 期
10月31日㈪

4 期
10月31日㈪

4 期
10月31日㈪

11月 6 期
11月30日㈬

5 期
11月30日㈬

5 期
11月30日㈬

12月 3 期
12月26日㈪

7 期
12月26日㈪

6 期
12月26日㈪

6 期
12月26日㈪

平
成
29
年

1 月 4 期
１月31日㈫

8 期
１月31日㈫

7 期
１月31日㈫

7 期
１月31日㈫

2 月 4 期
２月28日㈫

9 期
２月28日㈫

8 期
２月28日㈫

8 期
２月28日㈫

3 月 10期
３月31日㈮

課税内容に関する
問 い 合 わ せ

資産税課
☎23-2124

市民税課
☎23-2123

保険年金課（国保担当）
☎23-2642 介護保険課

☎23-2596納付に関する
問 い 合 わ せ

納税課
☎23-2126

保険年金課（収納担当）
☎23-7144

※ 「納期限」、「口座振替日」は、納付月の末日（１２月は１２月２６日）です。ただし、納期限が土・日曜日、祝日の場合は、その翌日が納期限となります
※同じ月に2度の納期限が設定される月（平成28年度は５月・８月）があります。計画的な納付をお願いします
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の
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
違
い

　

ど
ち
ら
も
自
主
的
、
自
発
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
と
い
う

目
的
で
は
同
じ
で
す
が
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
＝
個
人
」、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
＝
組
織
、
団

体
」
と
い
う
点
で
異
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
個
人

が
個
人
の
責
任
の
範
囲
で
活
動
を
行
う

の
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
独
自
の
目
標

を
掲
げ
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
運
営
の

ル
ー
ル
を
持
ち
な
が
ら
、
組
織
的
、
継

続
的
に
活
動
を
行
う
と
い
っ
た
違
い
が

あ
り
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
は
「N

on-Profit 
O
rganization

」
の
略
称
で
、
さ
ま
ざ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
公
平
性
や
企
業
が
持
つ
利
益
追
求
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
福
祉
や
環
境
、
地
域
お
こ
し
、
子
育
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
特
徴
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

－
２
４
３
１

ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
団
体
の
総

称
で
す
。

　

利
益
を
目
的
と
す
る
企
業
と
違
い
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
収
入
か
ら
費
用
を
差
し
引

い
た
利
益
を
関
係
者
に
分
配
す
る
の
で

は
な
く
、
福
祉
や
地
域
づ
く
り
な
ど
、

そ
の
団
体
の
活
動
に
全
て
充
て
て
い
ま

す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
特
徴
と
魅
力

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

● 

先
駆
性　

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
活
動

が
で
き
る

● 

迅
速
性　

即
決
・
即
断
で
す
ぐ
に
実

行
で
き
る

● 

自
己
実
現
の
場　

参
加
す
る
人
が
生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
種
類

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
法
人
格
を
持
っ
た
特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

と
、
法
人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
市
民
活
動
団
体
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
実
現
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
現
在
、
市
内
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
60
団
体
あ
り
、
福
祉
や
環
境
、
地

域
お
こ
し
、
子
育
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
社
会
貢
献
活
動
と
併
せ
て

雇
用
も
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
や
義
務
が
あ
り
、
厳
正
な
事

務
処
理
や
情
報
公
開
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
社
会
的
な
信
用
が
高

く
、
継
続
的
な
活
動
が
で
き
ま
す
。

き
が
い
や
、や
り
が
い
を
見
い
出
し
、

自
分
の
存
在
意
義
や
価
値
を
実
感
し

な
が
ら
活
動
で
き
る

● 

働
く
場　

活
動
が
活
発
に
な
る
と

「
働
く
場
」
と
し
て
、
雇
用
の
創
出

に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
、
収
入
よ

り
も
や
り
が
い
を
求
め
る
人
に
と
っ

て
は
、
魅
力
あ
る
場
所
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す

● 

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

家
庭
や
地

域
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
加
え
、

参
加
し
た
い
人
が

自
由
に
集
え
る
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
ま

す

　社会貢献活動は、「誰かの役に立ちたい」
という思いから始まります。社会貢献活動と
意識していなくても、多くの人が自治公民館
など地域のさまざまな活動や、課題解決に取
り組んでいます。
　ライフスタイルも多様化する中、機会があ
れば興味のある分野の活動に参加してみたい
人はいると思います。まずは、どんな団体が
あり、どんな活動を行っているか、知ること
から始めてみませんか。あなたの取り組みた
い活動が見つかるかもしれません。
　また、誰かに話しを聞いてもらいたい、助
けてもらいたいと思ったら、ＮＰＯに相談し
てみてはいかがでしょうか。きっと力になっ
てくれるはずです。お気軽にご相談ください。

コミュニティ課

德永 由佳さん

インタビュー

社会貢献活動を行うＮＰＯ
NPO
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　ＮＰＯに関するさまざまな情報を提供するととも
に、中学生や高校生のボランティア活動も支援してい
ます。気軽に問い合わせください。
主な支援内容
●市内にあるＮＰＯやその活動の紹介
●ＩＴ技術向上など各種講座の開催
●会議や作業などを行える場所の提供
●助成金などの情報提供
場　　所　都城市総合社会福祉センター
　　　　　２階
開設時間　月～金曜日、第３土曜日
　　　　　８時30分～17時
http://www.m-syakyo.or.jp/Volunteer/index.html

　市民活動情報誌「友
ゆう

誘
ゆう

遊
ゆう

」でＮＰＯを紹介していま
す。情報誌はコミュニティ課またはボランティアセン
ターで配付しています。
◎ 問い合わせ　都城市ボランティア・福祉共育おうえ
んセンター　☎25-7318

さまざまな情報を提供します
ボランティア・福祉共育おうえんセンター

　歴史が息づく美しい石垣や民家、しっくい塗
りの蔵などを有する持永邸。それを守りながら、
人びとが集い、働き、交流する場として利用で
きないかと考えＮＰＯ法人を設立しました。
　現在は、町家カフェもちなが邸で、その季節
に採れる地元の安心安全な食材を使った食事を
提供。カフェの運営により持永邸を維持管理し
ながら、ワークショップやさまざまなイベント
も開催し、地域の元
気づくりに取り組ん
でいます。
　この場所を、多く
の人に、共生の場と
して役立ててほしい
です。 店舗の裏側にある美しい石垣

NPO法人
手仕事舎そうあい
代表理事

蒲
か も う

生 芳
よし

子
こ

さん

インタビュー

高齢者・障がい者支援
Be助っ人（菓子野町）
海ちゃんの家（高崎町前田）
地域の福祉を考える会大樹（高崎町縄瀬）
ハッピードリーム（北原町）
コミュニティサポートセンターあゆみ（高崎町東霧島）
高齢者支援
いちいがしの里（山之口町花木）
ふるさと・きらら（高崎町前田）
豊栄加齢研究所（栄町）
豊心会（栄町）
グラウンドワーク都城（蔵原町）
障がい者（児）支援
希親会（蓑原町）
山田りんどう福祉会（山田町山田）
まーる工房（志比田町）
明朗会（南鷹尾町）
こころ（梅北町）
しんプラザ（若葉町）
さらだ（小松原町）
こころの家ハート会（鷹尾一丁目）
いろはの森（高城町穂満坊）
ベストライフ都城（中原町）
H・P・ミュージック・サポート（一万城町）
ハートインりずみっく（高城町穂満坊）

子育て・子ども支援
こじぃの森・こどもの時間（安久町）
子育て応援団ひいらぎ（南横市町）
子育てネットおひさまとはらっぱ（蓑原町）
子育て応援団エンゼルランプ（太郎坊町）
子育て応援団あおぞら（高崎町前田）
ふうせん（鷹尾三丁目）

歴史・文化関係
高城歴史文化のまちづくりフォーラム（高城町高城）
劇団三喜（志比田町）
都城歴史と文化のまちづくり会議（都原町）

生涯学習・教育・スポーツ
きらりネット都城（志比田町）
高城スポーツクラブ（高城町穂満坊）
本の杜ゆうゆう（姫城町）
結羽会 都城スマッシュ幸（千町）
ありん子（山田町山田）

環境・自然
どんぐり1000年の森をつくる会（山之口町富吉）
都城メダカの学校（梅北町）
都城大淀川サミット（花繰町）
たかざき星を見る会（高崎町大牟田）

学習支援
学習支援悠遊（年見町）

農業・食・地域活性化
正応寺ごんだの会（安久町）
ふくろうの会（南横市町）
手仕事舎そうあい（庄内町）
やまのくち（山之口町富吉）
宮崎県食品安全研究会（下長飯町）

少子化対策・異業種交流
婚活支援良縁どっと混む（乙房町）
スマイル・シェアリング（祝吉町）

中山間地域活性化・体験
都城ふれあいの丘・里山カレッジ（山田町中霧島）

健康づくり
はーみんぐ（山之口町富吉）

国際交流
都城圏域日中友好協会（蔵原町）

買い物弱者支援
都城シティーワーク（都島町）

自殺者対策
M'sハートフル（北原町）

高齢者終活支援
ライフサポートセンター HAPPY（上町）

歴史ある建物を生かし、地域を元気に

主なN P O法人
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Miyakonojo city topics

　

地
域
で
活
動
す
る
女
性
消
防
団
員
の
活

性
化
大
会
が
２
月
13
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外

か
ら
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
。
女

性
消
防
団
活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

地
域
で
行
っ
て
い
る
啓
発
活
動
発
表
の
ほ

か
、
延
岡
市
女
性
消
防
団
員
が
防
災
啓
発

劇
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
伊
藤
香
奈
子

さ
ん
（
鷹
尾
三
丁
目
）
は
「
県
内
の
団
員

と
交
流
す
る
こ
と
で
情
報
交
換
が
で
き
た
。

他
市
の
女
性
消
防
団
員
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち

へ
の
啓
発
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
、
消
防
活
動
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
い
ま
し
た
。

女
性
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
地
域
安
全
に
貢
献

　

都
城
弓
製
造
協
同
組
合
の
会
員
制
作
の
飾

か
ざ
り

弓ゆ
み

と
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
画
の
愛
好
家
大
田
透
さ

ん
（
年
見
町
）
の
描
い
た
風
景
画
が
２
月
13

日
、
都
城
島
津
邸
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
飾
弓

を
制
作
し
た
楠
見
純す

み
ひ
ろ寛

さ
ん
（
早
鈴
町
）
は

「
伝
統
的
な
巻
き
方
で
編
ん
だ
一
張
り
。
弓

の
ま
ち
都
城
と
、
都
城
大
弓
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立

て
ほ
し
い
」
と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

伝
統
と
新
た
な
芸
術
作
品
で
魅
力
高
ま
る

　

高
崎
町
の
都
市
計
画
事
業
で
あ
る
新し

ん
で
ん田

土

地
区
画
整
理
事
業
の
完
了
記
念
式
典
が
、
２

月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
良
好
な
市
街
地

の
形
成
と
住
宅
地
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め

に
、平
成
８
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
同
事
業
。

式
典
で
は
、
事
業
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
や
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
、
事
業
の
完
了
を
祝
い
ま
し
た
。

住
み
や
す
い
ま
ち
が
完
成

　

シ
オ
ノ
ギ
製
薬
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の

都
城
キ
ャ
ン
プ
が
２
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
、

高
城
運
動
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
２
部
リ
ー
グ
で
全
勝
し
、
見
事
１
部

復
帰
を
果
た
し
た
同
チ
ー
ム
。
選
手
ら
は
、

12
回
目
と
な
る
都
城
キ
ャ
ン
プ
で
、
さ
ら
な

る
飛
躍
に
向
け
て
汗
を
流
し
な
が
ら
、
白
球

を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

優
勝
目
指
し
熱
の
入
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

市
で
は
、
市
民
一
人
一
人
が
学
び
に
つ

い
て
考
え
、
理
解
と
関
心
を
高
め
る
原
点

の
日
と
し
て
、
毎
年
２
月
18
日
を
「
都
城

教
育
の
日
」
に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
２
月
20
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で

制
定
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小

中
学
生
や
関
係
者
ら
７
０
０
人
が
参
加
。

「
学
び
」
を
象
徴
す
る
教
育
の
日
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
製
作
し
た
児
玉
聖し

ょ
う

さ
ん

（
山
田
中
３
年
）
ら
の
表
彰
や
、
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
黒く

ろ

ぎ木

哲て
つ
の
り德

教
育
長
が
「
都
城
教
育
の
日
」
宣
言

文
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
ら
は
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
を
深
め
、
都
城
の
未
来
を

担
う
人
材
と
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

生
涯
に
わ
た
り
学
び
を
深
め
る

女性消防団員活性化
大会

「都城教育の日」制
定記念式典

シオノギ製薬女子ソフトボール
部都城キャンプ

都城島津邸への飾弓と
絵画の寄贈

新田土地区画整理事業
完了記念式典
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地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
集
う
み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
３
月
13
日
、

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
、
活
動
内
容
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
親
子
で
楽
し
め
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
障
が
い
の
あ
る
人
と

そ
の
家
族
な
ど
の
証
言
を
つ
づ
っ
た
映
画

「
逃
げ
遅
れ
る
人
々
」が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

募
金
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た

岩
橋
一か

ず

ま真
さ
ん
（
庄
内
中
２
年
）は
、「
活

動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
笑
顔
が
生
ま
れ
る
。

助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
の
俳
優
永
瀬
正
敏
さ
ん
が
主
演

す
る
映
画
「
あ
ん
」
の
上
映
が
２
月
28
日
、

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
ら
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
出
演
者
の
迫
真
の
演
技
に
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

は
、
永
瀬
さ
ん
が
役
作
り
の
た
め
に
実
践
し

た
こ
と
や
撮
影
秘
話
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

助
け
合
い
の
輪
が
広
が
る

主
演
作
品
に
か
け
る
思
い
を
語
る

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
。
そ

の
全
国
大
会
に
出
場
し
た
選
手
ら
が
３
月
２

日
、
岩
﨑
副
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

選
手
ら
は
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
雪
上

を
走
る
１
０
０
㍍
走
や
リ
レ
ー
に
出
場
。
獲

得
し
た
メ
ダ
ル
を
手
に
、
達
成
感
あ
ふ
れ
る

表
情
で
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

努
力
の
成
果
を
笑
顔
で
報
告

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
山
之

口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
の
定
期
公
演
を
前

に
、麓
小
学
校
５
・
６
年
生
19
人
が
３
月
５
日
、

人
形
の
館
で
最
後
の
練
習
に
臨
み
ま
し
た
。

６
月
か
ら
練
習
を
重
ね
た
児
童
ら
の
出
来
に
、

保
存
会
会
員
か
ら
は
「
過
去
に
例
の
な
い
良

い
仕
上
が
り
具
合
。
本
番
で
の
上
演
が
楽
し

み
」
と
、
太
鼓
判
が
押
さ
れ
ま
し
た
。

仕
上
が
り
に
自
信
深
め
る

　

身
近
な
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
山
之
口

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
総
会
が
３
月

14
日
、
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
公
民
館
長
や
地
域

サ
ポ
ー
タ
ー
ら
が
参
加
。
全
体
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
人
と
人　

え
が
お
で
つ
な
ぐ　

山
之

口
」
を
掲
げ
、
設
立
ま
で
の
経
緯
や
３
部

会
の
事
業
計
画
案
が
説
明
さ
れ
た
後
、
山

之
口
町
内
の
児
童
・
生
徒
ら
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
最

優
秀
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下

西
勝
彦
会
長
は
「
町
内
全
て
の
団
体
と
住

民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
作
り
た
い
」
と
、
思

い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

ボランティアフェス
ティバル

山之口まちづくり協
議会設立総会

映画「あん」の上映山之口麓小子ども人
形浄瑠璃

スペシャルオリンピックス出
場選手表敬訪問
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風景の

smiling faces of miyakonojo

同
大
会
。
大
野
さ
ん
は
「
た
だ
作
品
を

作
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
特
徴
や
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
、
効
果
的
に
表
現

す
る
工
夫
も
大
切
だ
と
感
じ
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
都
城
工
業
高
等
学
校

に
進
学
し
、
木
工
の
技
術
を
さ
ら
に
磨

き
た
い
と
意
気
込
む
大
野
さ
ん
。

　
「
木
工
と
の
出
会
い
で
目
標
が
で
き

た
。
将
来
の
夢
は
、
依
頼
さ
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
家
具
を
製
作
す
る
木
工
家
具
職

人
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
「
次
回
は
、
高
校
生
が
対
象

の
木
材
加
工
部
門
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
１

位
を
取
り
た
い
」
と
新
た
な
目
標
を
見

据
え
て
い
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
教
育
の
発
展
・
充
実

を
目
的
に
、
全
日
本
中
学
校
技

術
・
家
庭
科
研
究
会
が
主
催
す
る
、
全

国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ

ア
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
。
１

月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
で
、

田
部
謝
恩
財
団
特
別
賞
を
受
賞
し
た
の

が
大
野
美
紗
希
さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
・

３
月
現
在
）
で
す
。

　

中
学
１
年
生
の
技
術
家
庭
科
の
授
業

で
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ッ
ク
を
製
作
し
た
こ
と
を

切
っ
掛
け
に
、
木
工
の
楽
し
さ
を
知
っ

た
大
野
さ
ん
。
勉
強
の
傍
ら
、
放
課
後

や
週
末
に
木
工
製
作
の
練
習
を
重
ね
、

技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
学
習
机
の
上

の
書
籍
や
文
具
類
を
整
理
収
納
で
き
る

作
品
」。
全
国
か
ら
地
方
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
16
人
の
腕
自
慢
が
出
場
し
ま
し

た
。
中
で
も
大
野
さ
ん
を
含
め
た
５
人

は
、
２
年
連
続
出
場
を
果
た
し
た
ほ
ど

の
強
豪
揃
い
。
指
定
さ
れ
た
木
材
が
準

備
さ
れ
、
事
前
に
書
い
た
設
計
図
を
基

に
、
愛
用
の
道
具
を
巧
み
に
使
っ
て
制

限
時
間
内
に
作
品
を
製
作
し
、
技
術
を

競
い
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
つ
が
い
を
利

用
し
、
用
途
に
合
わ
せ
て
３
通
り
に
形

を
変
え
る
箱
「
３
Ｗ
ａ
ｙ
Ｂ
ｏ
ｘ
」
を

製
作
。「
予
選
会
よ
り
も
良
い
作
品
が

で
き
た
が
、
細
か
い
段
差
が
で
き
て
し

ま
っ
た
」
と
改
善
点
を
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、作
品
の
出
来
映
え
と
併
せ
て
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
評
価
さ
れ
る

夢
の
実
現
に
向
け
て

木
工
技
術
の
腕
を
磨
く

田
た

部
なべ

謝
し ゃ

恩
お ん

財団特別賞受賞

 大野 美
み さ き

沙希さん

据据
え
据
え
て
い
て
い
ま
し
ま
し
たた



地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
た
切
っ
掛
け

　

東
日
本
大
震
災
直
後
の
東
京
で
は
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
食
料
品
が
姿
を
消

し
ま
し
た
。
当
時
、
東
京
で
生
活
し
て

い
た
私
は
、
食
べ
物
も
買
う
こ
と
が
で

き
ず
、こ
の
こ
と
が
切
っ
掛
け
と
な
り
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
そ
う
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
に
近
い
場
所
で
、
野
菜
作
り
や

里
山
の
生
活
を
学
び
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
高
崎
地
区
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
応
募
。
こ
の
地
に
移
住
し
、
一
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
間

に
私
が
、
こ
の
地
区
の
「
良
い
と
感
じ

た
点
」
３
つ
と
「
も
っ
た
い
な
い
と
感

じ
た
点
」
１
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

生
活
す
る
中
で
感
じ
た

「
良
い
点
」
と
「
も
っ
た
い
な
い
点
」

　

ま
ず
「
良
い
点
」
の
一
つ
目
は
、
身

近
に
畑
や
田
ん
ぼ
が
広
が
る
環
境
で
、

季
節
を
感
じ
な
が
ら
食
べ
物
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
作
り
手
と
の
会
話
か
ら

育
て
方
が
確
認
で
き
、
安
全
安
心
な
野

菜
が
手
に
入
る
環
境
は
魅
力
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
田
舎
暮
ら
し
の
先
輩
か

ら
、農
機
具
の
使
い
方
や
山
菜
の
知
識
、

野
菜
の
栽
培
方
法
な
ど
を
直
接
現
場
で

学
べ
る
こ
と
で
す
。
土
や
竹
な
ど
を
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
資
源
の
有
効

活
用
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
安
全
安
心
な
子
育
て
環

境
で
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
笛
水
で
の

子
ど
も
の
遊
び
場
は
、
畑
や
山
、
川
な

ど
で
、都
会
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

み
ん
な
が
気
軽
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

環
境
で
、
子
ど
も
た
ち
も
、
親
以
外
の

大
人
た
ち
と
信
頼
関
係
が
築
け
ま
す
。

　

そ
し
て
「
も
っ
た
い
な
い
点
」
は
、

お
金
に
換
え
ら
れ
な
い
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
享
受
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
い
て
い
な
い

人
が
、
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
す
。

す
ば
ら
し
い
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に

　

こ
の
一
年
半
、
協
力
隊
の
活
動
を
通

し
て
、
高
崎
地
区
の
自
然
の
恵
み
を
知

る
と
と
も
に
、
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
高
崎
地
区
は
、
夏
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
活
躍
す
る

人
も
多
く
い
ま
す
。
今
、
私
は
、
高
崎

の
人
た
ち
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

タケノコは、食物繊維やカリウムを多く含む食材。
便秘解消や高血圧の予防に効果があります。

米…………………… ２合
昆布………………… １枚
　塩………… ひとつまみ
　薄口しょうゆ … 大 1/2
　酒……………… 大 1/2
卵…………………… ２個
　塩……………… 小 1/6
　酒………………… 大１
　砂糖…………… 小 1/2

●下準備
　米…………………………洗って水に浸しておく
　タケノコ、ニンジン ……小さく切る
　ゴボウ ……………………小さめのささがきにする
　干しシイタケ ……………水で戻し、小さく切る
 （戻した水はとっておく）
　シーチキン ………………水気を切る
　グリンピース ……………熱湯でさっとゆがく

●作り方
　①米に昆布とＡを入れ、分量の水を加えて炊く
　②卵にＢを加え、小さな炒り卵を作る
　③ 鍋にタケノコ、ニンジン、ゴボウ、干しシイタケ、Ｃ
を入れ煮含める。汁気が少なくなったら、シーチキ
ンを加え、汁気がなくなるまで煮る

　④ 炊き上がったご飯に、③を加えて軽く混ぜ合わせ 
器に盛り、卵とグリンピースを盛り付ける

タケノコ、ニンジン、
ゴボウ …………… 各 50g
干しシイタケ ……… 10g
　だし汁（戻し汁） … 150㏄
　酒………………… 大１
　砂糖…………… 大 1/2
　しょうゆ ………… 大１
シーチキン（水煮） … 70g
グリンピース ……… 50g

材料（5人分）

地
域
外
の
人
材
を
活
用
し
て
、
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
制
度
。

今
回
は
、
高
崎
地
区
で
活
性
化
や
移
住
・

定
住
の
促
進
、
婚
活
支
援
な
ど
に
取
り
組

む
大
原
千
佐
子
さ
ん
の
報
告
で
す
。

地
域
お
こ
し

協
力
隊
だ
よ
りVol.3

A

B

C
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です
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募 

集

市
長
と
ス
マ
イ
ル
ラ
ン
チ
参
加
グ
ル
ー
プ

◉
対
象　

市
内
在
住
の
人
で
、
職
場
や
近

所
仲
間
、
友
人
な
ど
、
最
大
８
人
ま
で
の

グ
ル
ー
プ

◉
日
時　

平
日
の
12
時
〜
12
時
45
分

◉
場
所　

市
長
室

◉
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
弁
当
代
）

◉
応
募
方
法　

申
込
書
と
参
加
者
名
簿

を
、
会
食
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
秘

書
広
報
課
に
提
出

※ 

申
込
書
は
、
市
役
所
本
館
案
内
所
、
秘

書
広
報
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す

問
　
秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

都
城
島
津
邸
で
端
午
の
節
句
に
武

者
人
形
を
飾
り
ま
せ
ん
か

　

都
城
島
津
邸
の
五
月
人
形
展
で
展
示
す

る
武
者
人
形
を
募
集
し
ま
す
。
自
宅
で
飾

ら
な
く
な
っ
た
武
者
人
形
を
、
都
城
島
津

邸
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
募
集
期
間　

４
月
５
日
㈫
〜
15
日
㈮

※ 

人
形
は
、
応
募
者
が
島
津
邸
に
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い

問
　
都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

遺
跡
発
掘
作
業
員

　

市
内
在
住
の
人
を
対
象
に
、
発
掘
作
業

員
の
登
録
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

◉
勤
務
地　

横
市
町
、
梅
北
町
ほ
か

◉
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

◉
条
件　

日
々
雇
用
（
月
15
日
）

◉
賃
金　

日
額
６
、０
４
０
円

※
別
途
課
税
徴
収
あ
り

【
説
明
会
】

◉
日
時　

４
月
20
日
㈬　

10
時
〜

◉
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

※ 

筆
記
用
具
、
認
印
（
ス
タ
ン
プ
式
は
除

く
）
を
持
参

問
　
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
徳
田
）

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

36

－

１
１
７
２

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◉
募
集
期
間　

５
月
９
日
㈪
ま
で

◉
応
募
資
格　

①
青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
〜
39
歳
で
日
本
国
籍
の
人

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
〜
69
歳
で
日
本
国
籍
の
人

【
体
験
談
発
表
会
・
説
明
会
】

◉
日
時　

４
月
14
日
㈭　

19
時
〜
21
時

◉
場
所　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
（
宮
崎
市
橘

通
西
一
丁
目
）

問
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
宮
崎

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

32

－

８
４
５
７

県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
予
選
会

【
卓
球
】

◉
日
時　

４
月
10
日
㈰　

９
時
〜

◉
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

※
申
し
込
み
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け

問
　 

☎
０
９
０

－

７
４
７
７

－

３
４
５
２

（
上
丸
）

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
１
部
・
２
部
）】

◉
日
時　

４
月
17
日
㈰　

８
時
30
分
〜

◉
場
所　

梅
北
運
動
公
園

問
　
４
月
13
日
㈬
ま
で
に
電
話
連
絡

し
、
監
督
会
議
に
参
加

☎
０
９
０

－

２
０
９
６

－

８
２
４
７
（
釘

崎
）

催 

し

い
ざ
！
春
の
陣

武
将
に
な
っ
て
城
跡
探
検（
無
料
）

◉
日
程　

４
月
29
日
㈮

◉
場
所　

城
山
公
園
内
（
都
島
町
）

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
時
間
・
定
員

都
城
に
眠
る
宝
を
探
せ

９
時
〜
９
時
40
分

小
学
１
〜
３
年
生
・
20
人

難
攻
不
落
の
城
攻
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

①
10
時
〜
12
時
30
分
、
②
14
時
〜
16
時
30
分

小
学
４
〜
６
年
生
と
保
護
者
・
各
30
人

※ 

申
し
込
み
順

問
　
４
月
11
日
㈪
〜
26
日
㈫
に
文
化
財

課　

☎
23

－

９
５
４
７

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
取
り

◉
日
時　

５
月
５
日
㈭　

11
時
開
始

◉
場
所　

関
之
尾
緑
の
村
小
プ
ー
ル　

◉
対
象　

４
歳
〜
小
学
１
年
生

◉
定
員　

１
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

◉
参
加
料　

３
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

問
　
４
月
５
日
㈫
か
ら
関
之
尾
緑
の
村

　
　
　

☎
37

－

２
９
２
９
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

2016年４月　広報都城

都
城
島
津
邸
イ
ベ
ン
ト

【
五
月
人
形
展
】

◉
期
間　

４
月
19
日
㈫
〜
５
月
29
日
㈰

◉
場
所　

都
城
島
津
邸
本
宅

◉
観
覧
料　

小
学
生
以
上
１
０
０
円

※
本
宅
観
覧
料

【
島
津
de
端
午
！　

２
０
１
６
】

◉
日
時　

５
月
３
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

◉
場
所　

都
城
島
津
邸

◉
内
容　

熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
に

よ
る
演
舞
と
写
真
撮
影
会
、
え
ほ
ん
侍
の

読
み
聞
か
せ
、
ぼ
ん
ち
く
ん
・
そ
お
星
人

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨

や
飲
食
物
の
販
売
、
人
力
車
体
験
搭
乗
、

よ
ろ
い
の
試
着
体
験
、
都
城
島
津
邸
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
、
お
茶
会

問
　
都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

◉
日
時　

４
月
12
日
㈫　

19
時
〜

◉
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）

◉
費
用　

１
、０
０
０
円
程
度

※
要
申
し
込
み

【
婚
活
応
援
企
画　

春
の
野
の
摘
み
草
ク

ッ
キ
ン
グ
】

◉
日
時　

４
月
17
日
㈰　

９
時
30
分
〜

◉
場
所　

も
ち
な
が
邸
（
庄
内
町
）

◉
対
象　

45
歳
以
下
の
未
婚
男
女

◉
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

◉
費
用　

１
、５
０
０
円

【
子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会（
無
料
）】

◉
日
時　

４
月
24
日
㈰　

14
時
〜

◉
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
要
申
し
込
み

◆都城市子育て支援センター ☎22-1659
４/11 ㈪
10時～

いちごクラブ「こいのぼり作り」
対象：２歳以上の親子

４/18 ㈪
13時30分～

あかちゃんパーク・集いの日「わらべ
歌、絵本の読みきかせ、誕生会」
対象：０、１歳の親子
場所：総合社会福祉センター

４/20 ㈬
10時～

マタニティの会「妊娠中の栄養につい
ての話」
対象：妊婦　※要申し込み

５/９ ㈪
10時～

ふたごの会
「ふたご以上の親子・妊婦さんの集い、
身体測定」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口子育て支援センター ☎57-3298
※詳しくは問い合わせください

毎週月曜日
９時30分～

なかよし広場　
「あそびを楽しもう！！」
対象：０、１歳の親子

毎週木曜日
（第２を除く）
９時30分～

なかよし広場　
「あそびを楽しもう！！」
対象：２歳以上の親子

毎月第２水曜日
13時30分～

マタニティclass「Free」
「生まれてくる赤ちゃんのことをおしゃ
べりしましょう」
対象：妊婦

毎月第２木曜日
10時～

みんなで子育て「AI-no-WA」
「みんなでお話をしましょう」
定員：10組　※要申し込み

◆山田子育て支援センター ☎64-3171
４/14 ㈭
10時～

にこにこ教室
「こいのぼり作り」

４/22 ㈮
10時～

みんなで遊ぼ！！
「リズムに合わせて身体で表現しまし
ょう」

５/６ ㈮
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

５/10 ㈫
10時～

「は」のはなし「乳歯の大切さと月齢
に応じた歯みがき法」
定員：20組
※ ４/26㈫までに要申し込み。歯ブラ
シ、コップ、タオルを持参

子育て支援センター行事予定

問
　
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
青
空
ヨ
ガ
教
室
】

◉
日
時　

５
月
８
日
㈰　

９
時
〜
10
時

◉
場
所　

神
柱
公
園　

※
雨
天
時
は
中
止

◉
費
用　

５
０
０
円　

※ 

申
し
込
み
不
要
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

【
産
後
の
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
ヨ
ガ
】

◉
日
時　

５
月
10
日
㈫

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
12
時

◉
場
所　

ピ
ー
ス
ホ
ー
ム(

上
川
東
一
丁

目
12

－

５)

◉
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

◉
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

◉
費
用　

１
、０
０
０
円

問
　
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2016.４

催 

し

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体

イ
ベ
ン
ト
情
報

【
都
城
え
び
ね
協
会
え
び
ね
銘
品
展（
無
料
）】

◉
日
時　

４
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

※
17
日
㈰
は
16
時
ま
で

◉
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

問
　
都
城
え
び
ね
協
会
（
増
田
）

　
　

☎
０
９
０

－

１
９
２
６

－

８
７
８
３

【
都
城
展
弥み

ろ
く勒

祐
徳
展
、
楽
書
会
展（
無
料
）】

◉
日
時　

５
月
１
日
㈰
〜
５
日
㈭

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

※ 

１
日
㈰
は
13
時
〜
、５
日
㈭
は
16
時
ま
で

◉
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

問
　
楽
書
会
（
尾
川
）

　
　

☎
０
８
０

－

３
２
２
８

－

７
８
８
６

【
都
城
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会
】

◉
日
時　

５
月
３
日
㈫　

18
時
30
分
〜

◉
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
入
場
料　

一
般
７
０
０
円
、
高
校
生
以

下
５
０
０
円

問
　
都
城
少
年
少
女
合
唱
団
（
飯
干
）

　
　

☎
22

－

３
９
６
６

【
あ
そ
ぼ
う
！

　
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
と
い

っ
し
ょ

　
へ
そ
ど
ろ
ぼ
う
】

◉
日
時　

５
月
22
日
㈰　

15
時
〜

◉
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
そ
の
他　

会
員
制
。
当
日
入
会
可

問
　
み
や
こ
の
じ
ょ
う
子
ど
も
劇
場

　
　

☎
25

－

６
４
７
７

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

災
害
と
む
き
あ
う
人
々

　

過
去
の
災
害
の
歴
史
と
、
当
時
の
人
々

の
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
都
城
盆
地
以
外
に
、
日
本
列
島
で

起
き
た
災
害
の
痕
跡
や
、
東
日
本
大
震
災

後
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

◉
期
間　

４
月
29
日
㈮
〜
９
月
４
日
㈰

◉
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

◉
観
覧
料　

大
人
２
１
０
円
、
高
校
生

１
６
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
20
人
以
上
は
団
体
割
引
あ
り

問
　
文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

早
水
あ
や
め
ま
つ
り

◉
日
時　

４
月
29
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時

◉
場
所　

早
水
公
園
多
目
的
広
場

※ 

雨
天
時
は
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催

◉
内
容　

あ
や
め
音
頭
の
総
踊
り
、
民
俗

芸
能
の
披
露
、
抽
選
会
、
ス
ケ
ッ
チ
大
会
、

あ
や
め
苗
無
料
配
布
な
ど

問
　
早
水
あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局　

☎
23

－

２
８
９
０

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

◉
日
時　

４
月
28
日
㈭　

11
時
〜

え
ほ
ん
侍

　
参
上
！

◉
日
時　

５
月
14
日
㈯　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

◉
日
時　

５
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

◉
内
容　
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
ほ
か

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

◉
日
時　

４
月
30
日
㈯　

11
時
〜

問
　
都
城
市
立
図
書
館 

☎
22

－

０
２
３
９

　
　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

講
座
・
教
室

園
芸
教
室（
無
料
）

◉
日
時　

４
月
17
日
㈰　

９
時
〜
12
時

◉
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

◉
内
容　

ト
マ
ト
・
ナ
ス
の
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
、
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
な
ど

◉
持
参
す
る
物　

軍
手
や
帽
子
、
タ
オ
ル

◉
定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
　
４
月
13
日
㈬
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
）

◉
日
時

【
夜
間
の
部
】　

４
月
19
日
㈫
〜
平
成
29
年

３
月
の
毎
週
火
曜
日　

19
時
〜
21
時

【
昼
間
の
部
】　

４
月
21
日
㈭
〜
平
成
29
年

３
月
の
毎
週
木
曜
日　

10
時
〜
12
時

◉
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　

高
校
生
以
上
で
聴
覚
障
が
い
者

福
祉
に
熱
意
の
あ
る
人

◉
費
用　

年
間
６
、０
０
０
円

問
　
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
手
話
通
訳
者

等
派
遣
セ
ン
タ
ー　

☎
23

－

０
８
８
５
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

◉
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
体
験
教
室

４
／
26
㈫　

13
時
〜
14
時
30
分

15
人　

２
０
０
円

締
め
切
り
：
４
／
21
㈭

※ 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、
タ
オ
ル

を
持
参

童
謡
・
唱
歌
を
唄
い
ま
し
ょ
う
（
全
３
回
）

①
４
／
28
㈭
、
②
５
／
26
㈭
、
③
６
／
23
㈭

10
時
〜
11
時
30
分

各
20
人　

各
２
０
０
円

締
め
切
り:

４
／
22
㈮

※
筆
記
用
具
を
持
参

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

４
／
30
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

15
人　

３
０
０
円

締
め
切
り
：
４
／
22
㈮

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

平
成
28
年
度
前
期

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
全
10
回
）

◉
日
時　

５
月
11
日
㈬
〜
７
月
13
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

◉
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
内
容　

体
操
、
ボ
ー
ル
運
動
、
マ
ッ
ト

運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ほ
か

◉
対
象　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中
に
３

歳
、
４
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◉
定
員　

40
組　

※
申
し
込
み
順

◉
参
加
料　

１
組
３
、０
０
０
円(

保
険
料

込
み
。
子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合
は

４
、０
０
０
円)

※ 

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

合
、
参
加
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん

問
　
４
月
15
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課　

☎
23

－

９
５
４
６

sports@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

あ
く
ま
き（
ち
ま
き
）作
り
教
室

◉
日
時　

５
月
14
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時

◉
場
所　

滝
の
駅
せ
き
の
お

◉
定
員　

15
人　

※
申
し
込
み
順

◉
参
加
料　

１
、５
０
０
円（
材
料
代
、
軽

食
・
お
土
産
付
）

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

問
　
５
月
６
日
㈮
ま
で
に
滝
の
駅
せ
き

の
お　

☎
37

－

３
４
０
５

小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室（
無
料
）

◉
日
時　

４
月
30
日
㈯　

14
時
〜
16
時

◉
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◉
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
２
〜
６
年
生

※
要
申
し
込
み

問
　
４
月
23
日
㈯
ま
で
に
都
城
市
陸
上

競
技
協
会
（
田
爪
）

☎
０
９
０

－

８
３
５
２

－

８
９
２
５

fukyu@
m
iyariku.o

rg

都城市文化振興条例の制定
　本市の文化は、豊かで美しい自然環境や風土、歴史、生活の
中で育まれ発展してきました。私たちはそれを継承し、発展さ
せるとともに、新たな文化を創造していかなければなりません。
　市では、市民の文化活動の充実および文化振興施策を推進し、
心豊かで潤いのある市民生活と活力ある地域社会を実現するた
めに、県内で初めて文化振興条例を制定しました。
◎問い合わせ　生活文化課　☎23-2132

都城市文化振興条例の基本理念
•市民が文化に親しむことのできる環境を目指します
• 個人の自主性・創造性、文化の多様性を尊重します
• 先人が守り育ててきた文化を後世に継承し、また、新しい文
化や価値観を創り育てていきます
• 市、市民、民間団体が協力、連携して文化振興を進めます

今後の取り組み
　文化振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、
都城市文化振興計画を基に、次の事項に取り組んでいきます。
• 文化を支える基盤づくり
•文化活動への支援と人材の育成
• 文化を通じた地域活性化
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2016.４

講
座
・
教
室

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

◉
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

ヨ
ガ
（
全
９
回
）

毎
週
水
曜
日
（
４
／
27
㈬
〜
６
／
29
㈬
）

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

４
、９
５
０
円　

締
め
切
り
：
４
／
16
㈯

英
語
・
英
会
話
入
門
（
全
16
回
）

毎
週
月
曜
日
（
５
／
９
㈪
〜
９
／
26
㈪
）

９
時
20
分
〜
11
時
20
分

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）

１
万
１
、０
０
０
円

締
め
切
り
：
４
／
30
㈯

英
会
話
入
門
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
２
５
０
〜

３
５
０
レ
ベ
ル
（
全
18
回
）

毎
週
火
曜
日
（
５
／
10
㈫
〜
９
／
27
㈫
）

14
時
〜
15
時
30
分

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）

１
万
３
、１
０
０
円

締
め
切
り
：
４
／
30
㈯

ワ
ー
ド
入
門
（
全
18
回
）

毎
週
金
曜
日
（
５
／
13
㈮
〜
９
／
30
㈮
）

９
時
15
分
〜
10
時
15
分

沖
水
地
区
公
民
館

１
万
８
０
０
円　

締
め
切
り
：
５
／
２
㈪

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

エ
ク
セ
ル
入
門
（
全
18
回
）

毎
週
金
曜
日
（
５
／
13
㈮
〜
９
／
30
㈮
）

10
時
15
分
〜
11
時
15
分

沖
水
地
区
公
民
館

１
万
８
０
０
円　

締
め
切
り
：
５
／
２
㈪

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

問
　
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

◉
日
時　

４
月
23
日
㈯　

16
時
30
分
〜

◉
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
会

議
室

◉
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得
し

た
い
人　

※
競
技
歴
は
問
い
ま
せ
ん

◉
登
録
料　

３
、０
０
０
円

◉
そ
の
他　

新
規
に
競
技
者
と
し
て
日
本

陸
連
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
メ
ー
ル
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

　
　
　

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

　
　
　

m
ac3
5
5
0
@
arro
w
.o
cn.ne.jp

リ
ハ
ビ
リ
教
室（
無
料
）

◉
日
時　

５
月
７
日
㈯　

13
時
〜
14
時

◉
場
所　

藤
元
上
町
病
院

◉
内
容　

運
動
器
症
候
群
と
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎

◉
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

問
　
藤
元
上
町
病
院

　
　
　

☎
23

－

４
０
０
０

郷
中
教
育
体
験
講
座（
全
８
回
）

　

鹿
児
島
藩
で
は
、
青
少
年
の
心
身
鍛
錬

の
た
め
、「
郷ご

じ
ゅ
う中

教
育
」
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
論
語
の
素そ

読ど
く

、
自じ

顕げ
ん

流り
ゅ
う

や
合
気
道

の
稽
古
な
ど
を
通
し
て
、
島
津
の
教
え
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　

５
月
〜
12
月
の
毎
月
第
３
日
曜

日　

10
時
〜
15
時

※
開
校
日
：
５
月
15
日
㈰

◉
場
所　

都
城
島
津
邸
ほ
か

◉
対
象
・
定
員　

５
歳
〜
中
学
生
・
30
人

※
申
し
込
み
順

◉
参
加
料　

３
、０
０
０
円

問
　
４
月
15
日
㈮
か
ら
都
城
島
津
邸

　
　
　

☎
23

－
２
１
１
６

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

◉
コ
ー
ス
名
・
開
講
月
・
定
員
・
募
集
期
間

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
科
（
６
月
開
講
）

15
人　

４
／
28
㈭
ま
で

機
械
設
備
保
全
科
（
６
月
開
講
）

※
企
業
実
習
あ
り

13
人　

４
／
28
㈭
ま
で

電
気
設
備
技
術
科
（
７
月
開
講
）

15
人　

４
／
15
㈮
〜
５
／
31
㈫

ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
（
７
月
開
講
）

17
人　

４
／
15
㈮
〜
５
／
31
㈫

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
７
月
開
講
）

17
人　

４
／
15
㈮
〜
５
／
31
㈫

◉
訓
練
期
間　

６
カ
月

※ 

機
械
設
備
保
全
科
は
、
訓
練
導
入
期
間

を
含
め
て
７
カ
月

◉
受
講
料　

無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己
負
担
あ
り

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22

－

１
７
４
５

親
子
陶
芸
教
室

◉
日
時　

５
月
15
日
㈰　

13
時
30
分
〜

◉
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」

◉
定
員　

親
子
10
組　

※
申
し
込
み
順

◉
内
容　

マ
ー
ブ
ル
模
様
の
皿
作
り

◉
費
用　

１
枚
に
つ
き
１
、０
０
０
円

問
　
陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

－

６
１
５
０
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点
訳
・
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

◉
日
時　

５
月
11
日
㈬
〜
平
成
29
年
３
月

８
日
㈬

【
点
訳
（
全
22
回
）】

第
２
・
４
水
曜
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
音
訳
（
全
24
回
）】

毎
週
水
曜
日
（
第
３
水
曜
日
を
除
く
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　

18
歳
以
上
で
、
講
座
終
了
後
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

※ 

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
パ
ソ
コ
ン

が
必
要

◉
定
員　

各
10
人　

※
要
申
し
込
み

◉
教
材
費　

点
訳
１
、２
０
０
円

　
　
　
　
　

音
訳
１
、０
０
０
円

問
　
４
月
４
日
㈪
〜
５
月
６
日
㈮
に
点

字
図
書
館　

☎
26

－

１
９
４
８

都
城
市
・
㈱
宮
崎
銀
行
包
括
連
携
協
定
事
業

事
業
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
理
解
促
進
セ

ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

市
内
の
経
営
者
な
ど
を
対
象
に
、
親
族

な
ど
へ
の
事
業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
へ
の
理
解

を
促
す
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　

４
月
26
日
㈫

18
時
〜
20
時
10
分

◉
場
所　

宮
崎
銀
行
都
城
営
業
部（
上
町
）

◉
内
容　

事
業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る

講
演

◉
対
象　

法
人
格
を
持
つ
市
内
の
中
小
企

業
経
営
者
、
経
理
担
当
者
な
ど

◉
定
員　

１
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

問
　
商
工
政
策
課
ま
た
は
、
市
内
の
宮

崎
銀
行
各
営
業
店
窓
口
で
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
４
月
22
日
㈮
ま
で
に
配

布
場
所
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

商
工
政
策
課

☎
23

－

２
９
８
３　

℻ 

25

－

６
２
０
０

宮
崎
銀
行
営
業
統
括
部

☎
０
９
８
５

－

32

－

８
３
２
９

℻ 

０
９
８
５

－

32

－

６
５
１
７

都
城
高
専
教
養
講
座

【
短
編
小
説
の
世
界
（
全
９
回
）】

◉
日
時　

５
月
11
日
㈬
〜
９
月
21
日
㈬
の

隔
週
水
曜
日　

19
時
〜
20
時
30
分

◉
場
所　

都
城
高
専
専
攻
科
研
究
棟
４
階

◉
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　

５
０
０
円(

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

◉
締
め
切
り　

４
月
20
日
㈬

【
源
氏
物
語
を
読
む
（
全
12
回
）】

◉
日
時　

５
月
19
日
㈭
〜
12
日
８
日
㈭
の

隔
週
木
曜
日　

18
時
30
分
〜
20
時

◉
場
所　

都
城
高
専
専
攻
科
研
究
棟
４
階

◉
定
員　

25
人　

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　

８
０
０
円(

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

問
　
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入
し
、

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

都
城
高
専
（
〒
885

－

８
５
６
７
吉
尾
町

４
７
３

－

１
）

☎
47

－

１
３
０
６　

℻ 

38

－

１
５
０
８

kikaku@
jim
.m
iyako

no
jo
-nct.ac.jp

親
子
パ
ン
作
り
教
室

◉
日
時　

５
月
21
日
㈯　

11
時
〜
13
時

◉
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンS
A
K
U
R
A

」

◉
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

◉
費
用　

１
組
２
、０
０
０
円

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

問
　
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンS

A
K
U
R
A

」　

☎
58

－

２
０
８
８

各
種
検
定
試
験

◉
試
験
会
場　

都
城
商
工
会
館

【
①
簿
記
（
１
〜
４
級
）】

◉
試
験
日　

６
月
12
日
㈰

◉
受
験
料　
（
１
級
）
７
、７
１
０
円
、（
２

級
）
４
、６
３
０
円
、（
３
級
）
２
、５
７
０

円
、（
４
級
）
１
、６
４
０
円

【
②
珠
算
】

◉
試
験
日　

６
月
26
日
㈰

◉
受
験
料　
（
１
級
）
２
、１
０
０
円
、（
２

級
）
１
、５
７
０
円
、（
３
級
）
１
、３
６
０

円
、（
４
〜
６
級
）
９
４
０
円
、（
７
〜
10

級
）
８
４
０
円

【
③
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

◉
試
験
日　

７
月
10
日
㈰

◉
受
験
料　
（
２
級
）
６
、４
８
０
円
、（
３

級
）
４
、３
２
０
円

問
　
①
は
４
月
４
日
㈪
〜
５
月
12
日
㈭
、

②
は
４
月
18
日
㈪
〜
５
月
25
日
㈬
に
都
城

商
工
会
議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

③
は
４
月
26
日
㈫
〜
５
月
27
日
㈮
に
東
京

商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー

☎
03

－

３
９
８
９

－

０
７
７
７
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2016.４

相 

談

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】

◉
日
時　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

◉
日
時　

月
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

◉
日
時　

月
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　

☎
23

－

２
９
８
０

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

　

契
約
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

◉
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

◉
弁
護
士
法
律
相
談

　

４
月
15
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

◉
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
職
相
談（
無
料
）

　

就
職
に
対
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

不
安
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
や
職
場
見
学
、
職

場
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◉
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
〜
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

◉
時
間　

10
時
〜
17
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◉
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

問
　
み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

◉
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き（
無
料
）

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◉
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
住
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

や
目
的
に
合
っ
た
競
技
種
目
を
、
身
近
な
地
域
の
施
設
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

そ
の
地
域
の
人
に
限
ら
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
23

－

９
５
４
６

活
動
目
的

　

平
成
12
年
度
に
策
定
さ
れ
た
国
の

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
の
中
で
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
た

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
の

た
め
の
重
点
施
策
と
し
て
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
は
３
つ
の
ク
ラ
ブ
が

活
動
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実

情
や
会
員
の
要
望
を
反
映
し
た
競
技
種

目
の
選
定
や
、
練
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
魅
力

　

会
員
が
会
費
を
支
払
い
、
自
分
た
ち

で
運
営
す
る
こ
と
か
ら
、
会
員
や
地
域
の

人
た
ち
の
要
望
を
踏
ま
え
た
種
目
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
体
力
や
目
的

に
あ
っ
た
種
目
が
選
べ
る
の
で
、
無
理
な

く
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
の
施
設
を

利
用
す
る
の
で
、継
続
的
に
活
動
が
で
き
、

会
員
や
地
域
の
人
同
士
の
交
流
も
深
ま
り

ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
参

加
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
学
ん
だ
り
す

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
を

指
導
し
た
り
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
り
す
る
な
ど
、
経
験
や
能
力
を
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
内
で
活
動
す
る
ク
ラ
ブ

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

◉
活
動
拠
点　

高
城
地
区

◉
活
動
内
容　

水
泳
、
バ
レ
エ
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど

問
　
☎
58

－

５
５
１
４

http://w
w
w
.btvm

.ne.jp/

〜taka-spo/

【
都
城
西
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

◉
活
動
拠
点　

横
市
地
区

◉
活
動
内
容　

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ

ー
ル
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
キ
ッ
ズ
な
ど

問
　
☎
77

－

５
５
９
４

http://w
w
w
.jabun.net./to

nishi/

【
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ
都
城
】

◉
活
動
拠
点　

沖
水
地
区

◉
活
動
内
容　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、

キ
ッ
ズ
＆
パ
パ
マ
マ
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ボ

ク
シ
ン
グ
、将
棋
教
室
、書
道
教
室
な
ど

問
　
☎
０
８
０

－

２
７
７
２

－

１
８
１
８

http://am
eblo.jp/cosm

oclub-m
iyakonojo/
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

2016年４月　広報都城

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◉
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
17
時

◉
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
〜
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

◉
メ
ー
ル
で
の
相
談

to
ho
ku@
m
iya-chuo

.o
r.jp

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠
総
合

相
談（
無
料
）

◉
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

◉
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

◉
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
に
不
安
を
持

つ
人
に
対
す
る
総
合
的
な
妊
娠
相
談

◉
日
時　

月
〜
金
曜
日　

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
、
精
神
科
の

医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時　

４
月
21
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

◉
場
所　

都
城
保
健
所

問
　
都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◉
こ
こ
ろ
の
相
談

４
月
18
日
㈪　

14
時
〜
16
時

◉
法
律
相
談

４
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
の
場
合
は
要
予
約

◉
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

交
通
事
故
相
談（
無
料
）

◉
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

◉
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

成
年
後
見
・
財
産
管
理
な
ど
の
無
料
相
談

◉
日
時　

４
月
22
日
㈮　

18
時
〜
21
時
30

分　

※
要
申
し
込
み

◉
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
内
容　

成
年
後
見
や
、
判
断
能
力
低
下

後
の
財
産
管
理
の
相
談
な
ど

問
　
テ
ミ
ス
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
80

－

４
２
９
５

お
知
ら
せ

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業

　

市
民
活
動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、

自
ら
企
画
・
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◉
対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
団
体

① 

市
内
で
市
民
公
益
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
団
体

② 

活
動
を
継
続
的
に
行
な
っ
て
い
て
、
規

約
、
会
則
な
ど
で
代
表
者
や
運
営
の
方

法
を
定
め
て
い
る
団
体

③ 

代
表
者
を
含
め
て
３
人
以
上
の
役
員
が

い
る
団
体

◉
補
助
対
象
事
業

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
事
業

① 

地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
事
業
、
ま
た

は
市
民
公
益
活
動
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

②
年
度
内
に
完
了
す
る
事
業

③ 

市
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
事
業

◉
補
助
金
の
種
類
・
補
助
内
容

団
体
育
成
型
補
助
金

設
立
後
２
年
未
満
の
団
体
を
対
象
に
、
１

団
体
に
つ
き
事
業
費
の
90
㌫
以
内
（
上
限

10
万
円
）
を
補
助

自
立
支
援
型
補
助
金

活
動
歴
１
年
以
上
の
団
体
を
対
象
に
、
１

事
業
に
つ
き
事
業
費
の
50
㌫
以
内
（
上
限

20
万
円
）
を
補
助

※ 

公
開
審
査
会
（
５
月
予
定
）
を
行
い
、

採
択
事
業
お
よ
び
補
助
金
額
を
決
定

問
　
４
月
28
日
㈭
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課　

☎
23

－

７
１
４
６

芸
術
・
文
化
事
業
補
助
金

◉
対
象　

芸
術
・
文
化
活
動
を
目
的
と
し
、

構
成
員
の
過
半
数
が
市
内
在
住
で
、
主
に

市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
団
体

◉
対
象
事
業

① 

芸
術
・
文
化
を
担
う
人
材
の
育
成
事
業

② 

芸
術
・
文
化
の
研
究
調
査
活
動
事
業

③ 

芸
術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

事
業

④ 

芸
術
家
や
実
演
団
体
を
招
い
て
鑑
賞
し

た
り
、
優
れ
た
芸
術
作
品
を
鑑
賞
し
た

り
す
る
事
業

⑤ 

文
化
活
動
の
向
上
の
た
め
に
、
外
部
か

ら
講
師
な
ど
を
招
く
事
業

※ 

学
校
や
企
業
が
行
う
も
の
、
教
室
な
ど

が
行
う
稽
古
や
発
表
会
は
対
象
外

◉
対
象
事
業
の
期
間

平
成
29
年
３
月
10
日
㈮
ま
で

問
　 

５
月
10
日
㈫
ま
で
に
生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
３
２
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です
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お
知
ら
せ

体
育
施
設
の
利
用
申
し
込
み

【
都
城
運
動
公
園
体
育
施
設
・
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
】

　

利
用
申
請
は
、
一
般
利
用
者
は
利
用
日

前
月
の
１
日
か
ら
、
児
童
・
生
徒
は
利
用

日
前
月
の
20
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◉
施
設
名
な
ど
・
連
絡
先

都
城
運
動
公
園

施
設

都
城
運
動
公
園
管
理
事
務
所

☎
23

－

７
５
０
２

早
水
公
園
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理

事
務
所

☎
24

－

６
４
５
４

【
総
合
支
所
管
内
の
運
動
公
園
体
育
施
設
、

地
区
体
育
施
設
】

　

体
育
施
設（
小
中
学
校
体
育
館
を
含
む
）

の
利
用
許
可
は
、
地
区
体
育
協
会
な
ど
の

管
理
者
が
行
い
ま
す
。
定
期
的
な
利
用
申

し
込
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
が
開
催

す
る
利
用
調
整
会
議
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
必
ず
会
議
に
出
席
く
だ
さ
い
。

◉
施
設
名
な
ど
・
連
絡
先

姫
城
地
区
体
育

施
設

姫
城
地
区
公
民
館

☎
42

－

２
６
０
３

妻
ケ
丘
地
区
体

育
施
設

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

☎
23

－
８
５
９
２

小
松
原
地
区
体

育
施
設

小
松
原
地
区
公
民
館

☎
24

－

１
９
０
０

祝
吉
地
区
体
育

施
設

祝
吉
地
区
公
民
館

☎
23

－

２
８
９
０

五
十
市
地
区
体

育
施
設

五
十
市
地
区
公
民
館

☎
23

－

２
１
８
４

横
市
地
区
体
育

施
設

横
市
地
区
公
民
館

☎
25

－

２
２
５
７

志
和
池
地
区
体

育
施
設

志
和
池
地
区
公
民
館

☎
36

－

０
５
１
９

沖
水
地
区
体
育

施
設

沖
水
地
区
公
民
館

☎
38

－

１
０
３
３

庄
内
地
区
体
育

施
設

庄
内
地
区
公
民
館

☎
37

－

０
８
８
８

中
郷
地
区
体
育

施
設

中
郷
地
区
公
民
館

☎
39

－

０
７
１
３

西
岳
地
区
体
育

施
設

西
岳
地
区
公
民
館

☎
33

－

２
０
０
０

下
長
飯
市
民
広

場

下
長
飯
自
治
公
民
館（
相
葉
）

☎
39

－

３
９
５
８

大
岩
田
市
民
広

場

市
斎
場

☎
39

－

０
２
６
０

今
町
地
区
多
目
的

研
修
集
会
施
設

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
23

－

９
５
４
６

山
之
口
運
動
公

園
体
育
施
設

山
之
口
体
育
館

☎
57

－

２
８
０
０

高
城
運
動
公
園

体
育
施
設

高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
58

－
５
５
１
４

山
田
運
動
公
園

体
育
施
設

く
え
び
こ
山
田

☎
64

－

３
４
５
５

高
崎
総
合
公
園

体
育
施
設

総
合
体
育
館
事
務
所

☎
62

－

４
４
４
８

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
23

－

９
５
４
６

森
林
環
境
税
の
課
税
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

県
で
は
、
森
林
環
境
の
保
全
の
た
め
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
森
林
環
境
税
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
第
２
期
の
課
税
期
間
は
平

成
27
年
度
ま
で
で
し
た
が
、
引
き
続
き
多

様
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
や
県
産
材
の
利

用
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
32

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。
税
額
は
こ
れ
ま

で
同
様
、
個
人
が
年
額
５
０
０
円
、
法
人

が
均
等
割
額
の
５
㌫
相
当
額
で
す
。

　

豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
県
環
境
森
林
課
み
や
ざ
き
の
森
林
づ

く
り
推
進
室

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
５
３

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
続
け
、
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
、
４
月
か
ら
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

介
護
保
険
制
度
改
正
の
内
容

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正

で
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
地
域
全
体
で

応
え
る
た
め
に
、
要
支
援
者
向
け
の
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
予
防
給
付
の
う
ち
、
全

国
一
律
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
か

ら
、
市
町
村
の
実
情
に
応
じ
た
新
し
い

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

へ
と
移
行
し
ま
す
。

事
業
の
概
要

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

で
は
、
４
月
か
ら
次
の
２
つ
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
は
、
実
施
で
き
る
体
制
が
整
っ

た
も
の
か
ら
、
順
次
実
施
し
ま
す
。

【
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

◉
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
65

歳
以
上
の
人

①
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

② 

生
活
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
支
援

が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
人

  

◉
内
容　

介
護
事
業
所
に
よ
る
身
体
介
護

や
生
活
援
助
の
訪
問
介
護
、
機
能
訓
練
な

ど
の
通
所
介
護

【
一
般
介
護
予
防
事
業
】

◉
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

  

◉
内
容　

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

※ 

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
は
、
住

民
主
体
の
介
護
予
防
活
動
と
し
て
、
自

治
公
民
館
な
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
だ
け
は
で
な
く
、
交
流
の
場

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
参
加
く

だ
さ
い

平成27年度まで 平成28年4月から

総
合
事
業
に
移
行

介護予防・
日常生活支援総合事業

介護予防給付

訪問介護（ヘルパー）
通所介護（デイサービス）

介護予防事業
《要支援になる恐れのある人》

■二次予防事業
■一次予防事業

●訪問型サービス
●通所型サービス
●生活支援サービス

■介護予防・生活支援サービス事業
《要支援1、要支援2の人》
《要支援になる恐れのある人》

■一般介護予防事業
《全ての高齢者が対象》
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

2016年４月　広報都城

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
4/17
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小）46-5001
三嶋内科 24-7171
宇宿医院（内・胃・消） 25-9031
もりやま脳神経外科（脳外）21-6888
寺本整形外科医院（整） 22-1171
宮田眼科病院 22-1441
浜田歯科医院 22-1355

4/24
㈰

沖水こどもクリニック 27-5656
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
園田光正内科医院 38-5115
川畑医院（外・胃） 46-3225
江夏整形外科クリニック（整・ﾘｳ・ﾘﾊ）51-1122
永吉眼科医院 22-1530
はまだ歯科医院 51-3777

4/29
㈮

志々目医院（内・小） 57-2004
おおくぼクリニック（内） 26-1500
黒松病院（内） 38-1120
宗正病院（外） 22-4380
横山病院（泌） 22-2806
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
大王歯科医院 24-8827

5/ 1
㈰

はしぐち小児科 24-5500
田口循環器科内科クリニック（内）24-0600
大岐医院（内・胃） 57-2025
メディカルシティ東部病院（外・整）22-2240
石井皮膚科医院 23-4588
北原医院（産・婦） 22-4133
中央歯科 25-0007

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認してく
ださい
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
4/17㈰ サン久保原、調剤くらはら

4/24㈰
沖水、プリマリー、みまたさくら、
マリンバ姫城

4/29㈮ そうごうたかお南、ひむか三股

5/ 1㈰
ウエスト、ハートフル、サクラ、
古川

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
特
例
納
付
制
度
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
将
来
の
年
金
受
給
権
や
、
事
故
・
病

気
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
の
障
害

年
金
の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

申
請
期
間
は
、
20
歳
以
上
の
人
が
学
生

で
あ
る
期
間
の
う
ち
、
申
請
が
受
理
さ
れ

た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
と
、
申
請

し
た
年
の
年
度
末
ま
で
で
す
。
ま
た
、
猶

予
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
で

き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◉
対
象
者　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
、
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
人

◉
申
請
窓
口　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

都
城
年
金
事
務
所

◉
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
表
裏
の

写
し
、
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、

年
金
手
帳

※ 

前
年
ま
た
は
、
今
年
退
職
し
て
学
生
に

な
っ
た
人
は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
。
代
理
申
請

す
る
と
き
は
、
代
理
人
の
運
転
免
許
証

な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必

要
で
す

問
　
保
険
年
金
課　

☎
23

－
２
６
２
９

　
　

都
城
年
金
事
務
所 

☎
23

－

２
５
７
１

標
準
農
作
業
料
金
と
賃
金
表

　

都
城
北
諸
地
域
の
農
作
業
の
委
託
や
受

託
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
都
城
北
諸
地

域
農
作
業
料
金
設
定
協
議
会
で
農
作
業
料

金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
料
金

表
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各
総
合

支
所
産
業
建
設
課
、
Ｊ
Ａ
都
城
各
支
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・

交
付
に
関
す
る
窓
口
の
臨
時
開
設

◉
日
時　

４
月
10
日
㈰
・
24
日
㈰
、５
月
８

日
㈰
・
29
日
㈰　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◉
場
所　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場
（
市

役
所
７
階
）、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場
の
み
、
毎
週

木
曜
日
は
19
時
ま
で
窓
口
を
開
設

問
　
市
民
課　

☎
23

－

２
１
８
２

平
成
28
年
度
結
核
・
肺
が
ん
検
診

　

平
成
28
年
度
結
核
・
肺
が
ん
検
診
は
、

５
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
年
度
内
に
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い

人
は
、
受
診
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
者　

40
歳
以
上
の
市
民

◉
検
診
会
場　

各
自
治
公
民
館
な
ど

◉
受
診
方
法　

検
診
バ
ス
が
市
内
各
地
区

を
巡
回
し
ま
す
の
で
、
問
診
票
と
身
分
証

明
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す

※ 

該
当
地
区
は
、実
施
の
約
１
カ
月
前
に
、

各
世
帯
に
水
色
の
チ
ラ
シ（
問
診
票
付
）

を
配
布
し
ま
す

問
　
健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
都
城
３
月
号
の
26
ペ
ー
ジ
の

｢

敬

老
特
別
乗
車
券
（
敬
老
バ
ス
券
）｣

の
発

行
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
が
１
、０
０
０

円
必
要
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

問
　
福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２
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都城市立図書館 ☎ 22‒0239
高城図書館 ☎ 58‒4224

◎問い合わせ

都
城
島
津

伝
承
館
だ
よ
り

　

福ふ
く

澤ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

は
明
治
維
新
後
、
慶け

い

応お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

（
現
在
の
慶
応
義
塾
大
学
）
を
創
設

す
る
な
ど
、
日
本
の
教
育
振
興
に
力
を

尽
く
し
た
人
物
で
し
た
。

　
「
西
洋
事
情
」
は
、
諭
吉
が
幕
末
に

欧
米
で
見
聞
し
た
こ
と
や
西
洋
留
学
で

得
た
知
識
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
同

書
は
、
諭
吉
が
執
筆
し
た
数
あ
る
書
籍

の
中
で
も
最
も
売
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

て
、
制
度
や
文
物
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
、

財
政
な
ど
を
記
し
た
初
編
３
冊
（
慶
応

２
年
）、
西
洋
の
社
会
経
済
を
記
し
た

外
編
３
冊
（
明
治
元
年
）、
２
編
４
冊

（
明
治
３
年
）か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
籍
か
ら
、
諭
吉
が
当
時
の
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
西
洋
教

育
や
諸
制
度

な
ど
を
、
ぜ

ひ
と
も
日
本

に
伝
え
広
め

た
い
と
い
う

強
い
気
持
ち

で
、
編
さ
ん

に
臨
ん
だ
こ

と
を
う
か
が

い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
消
え
た
都
城
湖
」

　

昔
、
都
城
盆
地
は
、
大
き
な
湖
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

現
在
の
よ
う
な
盆
地
の
姿
に
な
っ
た

の
は
、
今
か
ら
２
〜
３
万
年
前
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
湖
が
盆
地
へ
と
変
わ

る
切
っ
掛
け
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、

今
か
ら
約
３
万
年
前
に
起
こ
っ
た
錦
江

湾
奥
の
海
底
火
山
、
姶あ

い

良ら

カ
ル
デ
ラ
の

噴
火
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

噴
出
し
た
火
砕
流
は
湖
に
流
れ
込
み
、

水
が
あ
ふ
れ
て
盆
地
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
水
の
通
り
道
が
大
淀
川
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
都
城
盆
地
の
西
側
一
帯
に
広

が
っ
て
い
る
シ
ラ
ス
台
地
は
、
こ
の
噴

火
に
よ
っ
て
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
は
、
東
北
地
方

で
も
確
認
さ
れ
て
い
て
、
姶
良
カ
ル
デ

ラ
の
噴
火
が
、 

日
本
列
島
を

巻
き
込
む
、

非
常
に
大
き

な
火
山
噴
火

だ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま

す
。

「
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う

」

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

 

文
化
財
課　

☎
23
９
５
４
７

問

※読み聞かせ会などの情報は、P20をご覧ください

図書館だより
今月のおすすめの本

図書館「超」活用術

ともだちのつくりかた

元警察署長が教える
お巡りさんの上手な使い方

図書館こどもの日イベント（無料）

図書館をフル活用できれば、仕事も人生もも
っとうまくいく。最強の使い倒し方を伝授します。

上手に友だちをつくる方法を、楽しく学ぶ。い
ろいろな子と友だちになってみたくなる絵本。

都城市立図書館：「こども読書週間特設スタンプラリー」ほか
高城図書館：「今月の献立（中華・魚介・米粉）」「交通安全・車」ほか

事件や事故に巻き込まれた時、警察がどんな
ものか知らないままでは損をする。警察を知
り尽くす著者が教える、警察の上手な使い方。

奥野宣之（著）　朝日新聞出版（出版）

たかいよしかず（文・絵）
大日本図書（出版）

石橋吾朗（著）　双葉社（出版）

●本の杜カフェ
日　　　時 5月5日㈭　10時～12時、13時～15時
場　　　所 都城市立図書館　読み聞かせの部屋
問い合わせ NPO法人本の杜ゆうゆう　☎23-0962
●親子映写会「トントンシアター」
日　　　時 5月5日㈭　11時～、14時～
場　　　所 高城生涯学習センター
問い合わせ 高城図書館　☎58-4224

一般 一般

児童

都城市立図書館 ●休館日／4月18日・25日・29日、5月2日・3日・4日・9日・12日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／4月17日・19日・26日・29日、５月３日・4日・10日・15日 ●開館時間／９：30～18：00

特設コーナー



◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.3

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

ルイメド・ソヨルマーさん
（モンゴル）

馬
ば

頭
とう

琴
きん

にまつわる伝説
　モンゴル人は、馬頭琴の音色が大好きです。私も、

初めて大草原で馬頭琴を聞いたときには、鳥肌が立ち、

感動のあまり涙があふれそうになりました。

　馬頭琴にまつわる伝説は、日本では「スーホの白い馬」

がよく知られています。しかし、この伝説は内モンゴル

の伝説であるのにも関わらず、モンゴル国内ではほとん

ど知られていません。モンゴルで広く知られているのは、

「フフナムジルの伝説」です。

　モンゴル西部に住んでいた、歌の上手なフフナムジ

ルという少年は徴兵され、王様のいる東部へ行きます。

そこでお姫様と出会い恋に落ちます。やがて、フフナム

ジルは徴兵の期間を終え、故郷へ帰ることになり、お姫

様は翼のある馬をフフナムジルに贈ります。

　ところが、その馬は悪人に翼を切られ死んでしまいま

す。愛しい馬が死にとても悲しんだフフナムジルは、い

つまでも馬と一緒にいたいとの思いから、その馬の頭と

背中、あばらの骨、尻尾を用いた楽器を作りました。そ

れが馬頭琴だったという伝説です。

問　①平成28年度の一般会計予算は◯◯◯億9,000
　　　　万円。昨年度に引き続き、本市が持つ「3つの宝」
　　　をより一層輝かすための事業を推し進めます。

答  
問　②固定資産税や軽自動車税などの納付は、便利

な◯◯振替ができます。
 

答  

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
全
国
１
位
に
は
驚
き
ま
し
た
。
特

産
品
で
あ
る
焼
酎
の
原
材
料
の
生
産
に
、
我
が
家
も
少
し

で
す
が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
之
口
町
富
吉　

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
子
育
て
支
援
で
す
ね
。
活
躍
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
野
々
美
谷
町　

ダ
イ
エ
ッ
ト
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

50
年
前
、
20
歳
を
迎
え
る
前
に
母
が
亡
く
な
り
寂
し
い
成

人
式
で
し
た
が
、
父
が
お
祝
い
を
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
父
も
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
来
年
は
孫
が
成
人
を
迎
え
る
の
で
、
一
緒
に
祝

い
た
い
で
す
。

（
高
城
町
有
水　

ス
ー
ち
ゃ
ん
）

私
は
水
が
大
好
き
で
、
家
で
も
旅
行
に
行
っ
た
と
き
で
も

水
道
水
を
飲
ん
で
い
ま
す
が
、
都
城
の
水
が
一
番
お
い
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
い
し
さ
の
理
由
は
、
シ
ラ

ス
大
地
の
恩
恵
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
長
飯
町　

Ｔ
・
Ｎ
さ
ん
）

子
ど
も
の
頃
、近
所
の
家
々
で
行
わ
れ
て
い
た
シ
ラ
ス
ま
き
。

馬
が
引
く
荷
馬
車
で
シ
ラ
ス
を
運
び
、
父
た
ち
が
庭
に
シ

ラ
ス
を
ま
く
と
、
辺
り
一
面
が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
久
町　

ミ
セ
ス
蝋
梅
さ
ん
）

国際
交流員の
ひとりごと

■２月号クイズの結果【応募総数73通】
　◎正解／①ＦＣ  ②サポート

◆今月号を読んでのわたしの一言

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル



POST  CARD

8 8 5 8 5 5 552円切手を
お貼りください

読者今月
施設案内

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  NO.124  2016年４月号）

※4月16日～5月15日の日程

商品提供事業者
日本茶専門店　日向時間　☎77-6943(南鷹尾町3-4)

【お茶とお菓子のセットペア2組】

好みの香りや味を楽しめ
る日本茶。今回は、お茶と
お菓子のセットをプレゼ
ントします。同店では店主
が、目の前でお茶を入れな
がら、おいしい飲み方や自
宅での楽しみ方を教えて
くれます。

◎ 応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話 
番号と、わたしの一言や４月号を読んだ感想を書いて
〒８８５‐８５５５　秘書広報課まで。正解者の中から
抽選でプレゼントを差し上げます。

　※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選者への
　　商品発送以外には利用しません

◎応募締め切り　4月２８日㈭　当日消印有効
◎発表　本紙6月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集しています。
　詳細については秘書広報課まで問い合わせください

◎２月号当選者　稲吉光子さん（上水流町） 他1人

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 無料
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展「めぐる四季と生」　5月8日㈰まで
　出品作家：山内多門、益田玉城、松本英一郎ほか

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
 ※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「むかしの道具展～これってなあに？～」
　　　　　４月17日㈰まで
◎企画展「災害と向き合う人々」　４月29日㈮～9月4日㈰

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵史料展　「都城と都城島津家」6月26日㈰まで
　収蔵展期間中の伝承館の観覧料は　
　一般210円　高校・大学生160円　小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町）　☎57-3713
開館時間 ９：00～17：00
入 館 料 無料
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間 10：00～16：00
入 館 料 大人200円　小・中学生100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎端午の節句　4月29日㈮～ 5月8日㈰

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間 10：00～15：00
金、土、祝日の前日は19：00～ 22：00も開館
入 館 料 中学生以上310円　小学生100円
休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
※ゴールデンウィーク（4月28日㈭～ 5月8日㈰）期間中
　は毎日夜間開館（木曜日も開館）

※季節のお菓子になります
営業時間：10：00~18：00　定休日：火曜日
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インフォメーション

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内

編集後記

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50～　②11：50～
　③17：50～　④20：50～
　⑤22：50～

市の提供番組紹介

■毎週木曜日　市民課窓口は17:15～19:00まで夜間対応
■土・日曜日　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行　
　　　　　　  9:30～17:00（12:00～13:00を除く）

市役所の開庁時間　平日8:30～17:15  ※土・日・祝日は閉庁

　入庁当時、何も分からない私に丁寧に仕事を
指導してくださった先輩たちが、３月末で定年
退職を迎えました。仕事だけではなくプライベ
ートも共に過ごし、家族よりも長く過ごした時間
には、たくさんの思い出があります。元気に去
って行くその後ろ姿は、悲しくもあり嬉しくもあ
りました。そんな別れの後には、出会いが待っ
ています。入庁した新たな仲間たちと同じ時間
を刻み、市政発展のために今私たちにできるこ
とを共に考えながら、行動したいと思います。（真）

FAX番号が変更になります！

スマートフォンからも
市政情報がご覧に
なれます

都城市現住人口

今月の表紙 人形たちのにぎわい、春の訪れ

　２月20日から３月15日の期間、旧後藤家商家交流資料館で商家
のひなまつり「雛の宿」が開催され、市内外から多くの来館者が
訪れました。大正ロマン漂う館
内には、後藤家に伝わるひな飾
りや寄贈された人形など約70
組を展示。
　来館者らは、人形と併せて
毎年異なる趣向を凝らした展示
に、春の訪れを感じていました。

宮崎を中心に活動する演劇や
パフォーマンス団体による約
20分間のショートショート
（小作品）上演会。 
即興あり、笑いありの、その
日限りの特別な時間をお楽し
みください。

４月からFAX番号が変更になる課・局があります。
FAXを送信する際は、ご注意ください。

プロ吹奏楽団「オオサカ・シ
オン・ウインド・オーケストラ」
による、迫力のコンサートや、
吹奏楽部向けのクリニックを
お届けします。

●日　時　 4月29日㈮　14：00～ 16：30
●料　金　無料

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

シアターフェスティバル2016 

平成28年3月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 69,885世帯（－1,602）（－1,313）
人口総数 164,792人（－381）（－1,358）
男　　性 77,407人 （－69）（－421）
女　　性 87,385人（－312）（－937）
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です

課　名 新しいFAX番号
財政課 2 3 - 2 6 3 3
管財課 2 3 - 2 6 2 5
環境政策課 2 3 - 2 6 4 1
森林保全課 2 3 - 2 6 8 1
こども課 2 3 - 2 6 2 0
農政課 2 3 - 2 6 6 0
農産園芸課 2 3 - 2 6 0 7
農村整備課 2 3 - 2 6 6 8
六次産業化推進事務局 2 3 - 2 6 2 7
商工政策課 2 3 - 2 6 5 8
都市計画課 2 3 - 2 6 5 4
道路公園課 2 3 - 2 6 5 6
監査委員事務局 2 3 - 2 6 4 3

●日　時　5月22日㈰　
　　　　　開演13：00
　　　　　（開場12：30）
●料　金　
　指定席　一般3,000円、高校生以下1,500円

◎問い合わせ
　都城市総合文化ホール　☎23-7140

MJ吹奏楽フェスタ
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